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(57)【要約】
【課題】電子機器の操作性を向上することが可能な技術
を提供する。
【解決手段】電子機器は、電子機器の右側側面及び左側
側面の一方に位置する第１ハードウェアボタンと、第１
ハードウェアボタンを触る指の指紋を検出する指紋セン
サと、操作ボタンと、処理部とを備える。処理部は、指
紋センサでの指紋検出結果に基づいてユーザ認証を行い
、操作ボタンが操作されたときに操作ボタンに割り当て
られている機能を実行する。処理部は、第１ハードウェ
アボタンに指が触れた状態で操作ボタンが操作されたと
き、ユーザ認証と、操作ボタンに割り当てられている機
能とを実行する。
【選択図】図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ケースと、
　前記ケースの側面に配置された電源ボタンと、
　前記電源ボタンを触れる指の指紋を検出する検出部と
を備える、電子機器。
【請求項２】
　請求項１に記載の電子機器であって、
　前記電源ボタンは、前記ケースから露出する、前記指が触れる露出面を有し、
　前記側面のうち、少なくとも前記露出面の周囲が、前記露出面よりも突出する、電子機
器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、電子機器に関する。
【背景技術】
【０００２】
　特許文献１に記載されているように、従来から電子機器に関して様々な技術が提案され
ている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１０－２４６１４８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　電子機器については、その操作性の向上が望まれている。
【０００５】
　そこで、本発明は上述の点に鑑みて成されたものであり、電子機器の操作性を向上する
ことが可能な技術を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　電子機器が開示される。一の実施の形態では、電子機器は、ケースと、ケースの側面に
配置された電源ボタンと、電源ボタンを触れる指の指紋を検出する検出部とを備える。
【発明の効果】
【０００７】
　電子機器の操作性が向上する。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】電子機器の外観を示す斜視図である。
【図２】電子機器の外観を示す前面図である。
【図３】電子機器の外観を示す背面図である。
【図４】電子機器の構成を示すブロック図である。
【図５】電子機器の表示の一例を示す図である。
【図６】電子機器の表示の一例を示す図である。
【図７】電子機器の動作を示すフローチャートである。
【図８】電子機器の表示の一例を示す図である。
【図９】ユーザが電子機器を操作する様子の一例を示す図である。
【図１０】ユーザが電子機器を操作する様子の一例を示す図である。
【図１１】ユーザが電子機器を操作する様子の一例を示す図である。
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【図１２】電子機器の表示の一例を示す図である。
【図１３】ユーザが電子機器を操作する様子の一例を示す図である。
【図１４】電子機器の動作を示すフローチャートである。
【図１５】ユーザが電子機器を操作する様子の一例を示す図である。
【図１６】電子機器の表示の一例を示す図である。
【図１７】ユーザが電子機器を操作する様子の一例を示す図である。
【図１８】電子機器の表示の一例を示す図である。
【図１９】ユーザが電子機器を操作する様子の一例を示す図である。
【図２０】電子機器の動作を示すフローチャートである。
【図２１】電子機器の表示の一例を示す図である。
【図２２】電子機器の表示の一例を示す図である。
【図２３】ユーザが電子機器を操作する様子の一例を示す図である。
【図２４】電子機器の構成を示すブロック図である。
【図２５】電子機器の動作を示すフローチャートである。
【図２６】電子機器の動作を示すフローチャートである。
【図２７】ユーザが電子機器を操作する様子の一例を示す図である。
【図２８】電子機器の表示の一例を示す図である。
【図２９】ユーザが電子機器を操作する様子の一例を示す図である。
【図３０】ユーザが電子機器を操作する様子の一例を示す図である。
【図３１】電子機器の動作を示すフローチャートである。
【図３２】電子機器の一部の断面構造を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　＜電子機器の外観＞
　図１～３は、それぞれ、電子機器１の外観を示す斜視図、前面図及び背面図である。図
１～３に示されるように、電子機器１は、平面視で略長方形の板状の機器ケース２を備え
ている。機器ケース２は電子機器１の外装を構成している。電子機器１の前面１ａ、つま
り機器ケース２の前面には、文字、記号、図形等の各種情報が表示される表示領域２０が
設けられている。表示領域２０の背面側には後述するタッチパネル１３０が設けられてい
る。これにより、ユーザは、電子機器１の前面１ａの表示領域２０を指等で操作すること
によって、電子機器１に対して各種情報を入力することができる。なお、ユーザは、指以
外の操作子、例えば、スタイラスペンなどのタッチパネル用ペンで表示領域２０を操作す
ることによっても、電子機器１に対して各種情報を入力することができる。
【００１０】
　電子機器１は、右側側面１ｃ、左側側面１ｄ、上側側面１ｅ及び下側側面１ｆを有して
いる。機器ケース２の右側側面、左側側面、上側側面及び下側側面が、電子機器１の右側
側面１ｃ、左側側面１ｄ、上側側面１ｅ及び下側側面１ｆをそれぞれ構成している。
【００１１】
　電子機器１の前面１ａ（機器ケース２の前面）の上側端部にはレシーバ穴２１が設けら
れている。電子機器１の前面１ａの下側端部にはスピーカ穴２２が設けられている。電子
機器１の下側側面１ｆにはマイク穴２３が設けられている。
【００１２】
　電子機器１の前面１ａの上側端部からは、後述する第１カメラ１８０が有する撮像レン
ズ１８１が視認可能となっている。図３に示されるように、電子機器１の背面１ｂの上側
端部からは、後述する第２カメラ１９０が有する撮像レンズ１９１が視認可能となってい
る。
【００１３】
　電子機器１には、複数の操作ボタン３が設けられている。各操作ボタン３は、ハードウ
ェアボタンである。具体的には、各操作ボタン３は押しボタンである。操作ボタンは「操
作キー」あるいは「キー」と呼ばれることがある。各操作ボタン３は、例えば、機器ケー
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ス２の表面から突出している。
【００１４】
　各操作ボタン３には機能が割り当てられる。電子機器１は、操作ボタン３が押されてオ
ン状態になると、オン状態になった操作ボタン３に割り当てられている機能を実行する。
複数の操作ボタン３には、操作ボタン３ａ～３ｅが含まれている。以後、複数の操作ボタ
ン３をまとめて「操作ボタン群３０」と呼ぶことがある。また、操作ボタン３が操作され
ると言えば、操作ボタン３が押されてオン状態になることを意味する。
【００１５】
　操作ボタン３ａは、例えば電源ボタンである。電源ボタンは、電子機器１において、一
部の機能を停止したり、停止している機能を復帰（起動）したりするための操作ボタンで
ある。操作ボタン３ａは、電子機器１の右側側面１ｃに設けられている。操作ボタン３ａ
は、例えば、機器ケース２の右側側面から外側に突出している。ユーザが操作ボタン３ａ
を操作することよって、電子機器１において、一部の機能が停止したり、停止している機
能が復帰したりする。以後、操作ボタン３ａを「電源ボタン３ａ」と呼ぶことがある。
【００１６】
　操作ボタン３ｂは、例えば、それに割り当てられているアプリケーション（アプリケー
ションプログラム）を実行するための操作ボタンである。操作ボタン３ｂは、電子機器１
の左側側面１ｄに設けられている。操作ボタン３ｂは、例えば、機器ケース２の左側側面
から外側に突出している。ユーザが操作ボタン３ｂを操作することよって、電子機器１で
は、操作ボタン３ｂに割り当てられているアプリケーションが実行される。ユーザは、表
示領域２０を操作することによって、操作ボタン３ｂに割り当てるアプリケーションを電
子機器１に変更させることが可能である。以後、操作ボタン３ｂを「アプリ実行ボタン３
ｂ」と呼ぶことがある。
【００１７】
　操作ボタン３ｃは、例えばバックボタンである。バックボタンは、表示領域２０の表示
を一つ前の表示に切り替えるための操作ボタンである。操作ボタン３ｃは、電子機器１の
前面の下側端部に設けられている。ユーザが操作ボタン３ｃを操作することよって、表示
領域２０の表示が一つ前の表示に切り替わる。
【００１８】
　操作ボタン３ｄは、例えばホームボタンである。ホームボタンは、表示領域２０にホー
ム画面を表示させるための操作ボタンである。操作ボタン３ｄは、電子機器１の前面の下
側端部に設けられている。ユーザが操作ボタン３ｄを操作することよって、表示領域２０
にホーム画面が表示される。
【００１９】
　操作ボタン３ｅは、例えば履歴ボタンである。履歴ボタンは、電子機器１で実行された
アプリケーションの履歴を表示領域２０に表示させるための操作ボタンである。操作ボタ
ン３ｅは、電子機器１の前面の下側端部に設けられている。ユーザが操作ボタン３ｅを操
作することよって、表示領域２０には、電子機器１で実行されたアプリケーションの履歴
が表示される。
【００２０】
　＜電子機器の電気的構成＞
　図４は電子機器１の電気的構成を主に示すブロック図である。図４に示されるように、
電子機器１には、制御部１００、無線通信部１１０、表示部２２０、タッチパネル１３０
、操作ボタン群３０及び指紋センサ１４０が設けられている。さらに電子機器１には、レ
シーバ１５０、スピーカ１６０、マイク１７０、第１カメラ１８０、第２カメラ１９０及
び電池２００が設けられている。電子機器１に設けられたこれらの構成要素は、機器ケー
ス２内に収められている。
【００２１】
　制御部１００は、ＣＰＵ（Central Processing Unit）１０１、ＤＳＰ（Digital Signa
l Processor）１０２及び記憶部１０３等を備える制御回路である。制御部１００は、電
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子機器１の他の構成要素を制御することによって、電子機器１の動作を統括的に管理する
。
【００２２】
　記憶部１０３は、ＲＯＭ（Read Only Memory）及びＲＡＭ（Random Access Memory）等
の、制御部１００（ＣＰＵ１０１及びＤＳＰ１０２）が読み取り可能な非一時的な記録媒
体で構成されている。記憶部１０３には、電子機器１の動作、具体的には電子機器１が備
える無線通信部１１０等の各構成要素の動作を制御するための各種制御プログラム１０３
ａが記憶されている。制御部１００の各種機能は、ＣＰＵ１０１及びＤＳＰ１０２が記憶
部１０３内の各種制御プログラム１０３ａを実行することによって実現される。なお、記
憶部１０３は、ＲＯＭ及びＲＡＭ以外の、コンピュータが読み取り可能な非一時的な記録
媒体を備えていても良い。記憶部１０３は、例えば、小型のハードディスクドライブ及び
ＳＳＤ（Solid State Drive）等を備えていても良い。また、制御部１００のすべての機
能あるいは制御部１００の一部の機能は、その機能の実現にソフトウェアを必要としない
ハードウェア回路で構成されても良い。
【００２３】
　記憶部１０３内の複数の制御プログラム１０３ａには、様々なアプリケーション（アプ
リケーションプログラム）が含まれている。記憶部１０３には、例えば、音声通話及びビ
デオ通話を行うための通話アプリケーション、ウェブサイトを表示するためのブラウザ、
電子メールの作成、閲覧及び送受信を行うためのメールアプリケーション、プッシュトゥ
トーク（ＰＴＴ）を行うためのＰＴＴアプリケーションが記憶されている。また、記憶部
１０３には、第１カメラ１８０及び第２カメラ１９０を利用して被写体を撮影するための
カメラアプリケーション、地図を表示するための地図表示アプリケーション、電子機器１
においてパズルゲーム等のゲームを行うためのゲームアプリケーション、記憶部１０３に
記憶されている音楽データの再生制御を行うための音楽再生制御アプリケーションなどが
記憶されている。記憶部１０３内の少なくとも一つのアプリケーションは、記憶部１０３
内にあらかじめ記憶されているものであって良い。また、記憶部１０３内の少なくとも一
つのアプリケーションは、電子機器１が他の装置からダウンロードして記憶部１０３内に
記憶したものであって良い。
【００２４】
　無線通信部１１０は、アンテナ１１１を有している。無線通信部１１０は、電子機器１
とは別の携帯電話機からの信号、あるいはインターネットに接続されたウェブサーバ等の
通信装置からの信号を、基地局等を介してアンテナ１１１で受信する。無線通信部１１０
は、受信信号に対して増幅処理及びダウンコンバートを行って制御部１００に出力する。
制御部１００は、入力される受信信号に対して復調処理等を行って、当該受信信号に含ま
れる画像信号及び音信号等を取得する。また無線通信部１１０は、制御部１００で生成さ
れた、画像信号及び音信号等を含む送信信号に対してアップコンバート及び増幅処理を行
って、処理後の送信信号をアンテナ１１１から無線送信する。アンテナ１１１からの送信
信号は、基地局等を通じて、電子機器１とは別の携帯電話機、あるいはインターネット等
に接続された通信装置で受信される。
【００２５】
　表示部２２０は、電子機器１の前面１ａに設けられた表示領域２０と、表示パネル１２
０とを備えている。表示部２２０は、表示領域２０に各種情報を表示する。表示パネル１
２０は、例えば、液晶表示パネルあるいは有機ＥＬパネルである。表示パネル１２０は、
制御部１００によって制御されることによって、文字、記号、図形などの各種情報を表示
する。表示パネル１２０は、機器ケース２内において、表示領域２０と対向して配置され
ている。表示パネル１２０に表示される情報は表示領域２０に表示される。
【００２６】
　タッチパネル１３０は、表示領域２０に対する指等の操作子による操作を検出する。タ
ッチパネル１３０は、例えば、投影型静電容量方式のタッチパネルであって、表示領域２
０の裏側に配置されている。ユーザが指等の操作子によって表示領域２０に対して操作を
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行ったとき、その操作に応じた電気信号がタッチパネル１３０から制御部１００に入力さ
れる。制御部１００は、タッチパネル１３０からの電気信号に基づいて、表示領域２０に
対して行われた操作の内容を特定して、その内容に応じた処理を行う。
【００２７】
　操作ボタン群３０の各操作ボタン３は、ユーザによって操作されると、操作されたこと
を示す操作信号を制御部１００に出力する。これにより、制御部１００は、各操作ボタン
３について、当該操作ボタン３が操作されたか否かを判断することができる。操作信号が
入力された制御部１００が他の構成要素を制御することによって、電子機器１では、操作
された操作ボタン３に割り当てられている機能が実行される。
【００２８】
　マイク１７０は、電子機器１の外部から入力される音を電気的な音信号に変換して制御
部１００に出力する。電子機器１の外部からの音は、マイク穴２３から電子機器１の内部
に取り込まれてマイク１７０に入力される。
【００２９】
　スピーカ１６０は、例えばダイナミックスピーカである。スピーカ１６０は、制御部１
００からの電気的な音信号を音に変換して出力する。スピーカ１６０から出力される音は
スピーカ穴２２から外部に出力される。スピーカ穴２２から出力される音は、電子機器１
から離れた場所でも聞こえるようになっている。
【００３０】
　レシーバ１５０は受話音を出力する。レシーバ１５０は例えばダイナミックスピーカで
構成されている。レシーバ１５０は、制御部１００からの電気的な音信号を音に変換して
出力する。レシーバ１５０から出力される音はレシーバ穴２１から外部に出力される。レ
シーバ穴２１から出力される音の音量は、スピーカ穴２２から出力される音の音量よりも
小さくなっている。レシーバ穴２１から出力される音は、当該レシーバ穴２１に耳を近づ
けた場合に聞こえるようになっている。なお、レシーバ１５０の代わりに、機器ケース２
の前面部分を振動させる、圧電振動素子等の振動素子を設けて、当該前面部分から音をユ
ーザに伝えても良い。
【００３１】
　電池２００は電子機器１の電源を出力する。電池２００は例えば充電式の電池である。
電池２００から出力される電源は、電子機器１が備える制御部１００及び無線通信部１１
０などの各種構成に対して供給される。
【００３２】
　第１カメラ１８０は、撮像レンズ１８１及び撮像素子などで構成されている。第２カメ
ラ１９０は、撮像レンズ１９１及び撮像素子などで構成されている。第１カメラ１８０及
び第２カメラ１９０のそれぞれは、制御部１００による制御に基づいて被写体を撮影し、
撮影した被写体を示す静止画像あるいは動画像を生成して制御部１００に出力する。
【００３３】
　第１カメラ１８０の撮像レンズ１８１は、電子機器１の前面１ａから視認可能となって
いることから、第１カメラ１８０は、電子機器１の前面１ａ側（表示領域２０側）に存在
する被写体を撮影する。このような第１カメラ１８０は「インカメラ」と呼ばれることが
ある。以後、第１カメラ１８０を「インカメラ１８０」と呼ぶ。
【００３４】
　第２カメラ１９０の撮像レンズ１９１は、電子機器１の背面１ｂから視認可能となって
いることから、第２カメラ１９０は、電子機器１の背面１ｂ側に存在する被写体を撮影す
る。このような第２カメラ１９０は、「アウトカメラ」と呼ばれることがある。以後、第
２カメラ１９０を「アウトカメラ１９０」と呼ぶ。インカメラ１８０とアウトカメラ１９
０とを特に区別する必要がない場合には、それぞれを単に「カメラ」と呼ぶ。
【００３５】
　指紋センサ１４０は、電子機器１を触る指の指紋を検出する。指紋センサ１４０は、例
えば、電源ボタン３ａを触る指の指紋を検出する。具体的には、指紋センサ１４０は、電
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源ボタン３ａのうち、機器ケース２から露出する部分を触る指の指紋を検出する。指紋セ
ンサ１４０は、電源ボタン３ａを触った状態で静止する指の指紋を検出することができる
。電源ボタン３ａのうち、機器ケース２から露出する部分が、指紋検出領域となっている
。後述するように、制御部１００は、指紋センサ１４０での指紋検出結果に基づいてユー
ザ認証を行う。指紋センサ１４０は、指紋検出結果として、例えば、検出した指紋を示す
指紋画像を出力する。指紋センサ１４０での検出方式は、例えば静電容量方式である。な
お、指紋センサ１４０での検出方式は、静電容量方式以外の方式、例えば光学式であって
も良い。また、指紋センサ１４０は、電源ボタン３ａに対してタッチ操作を行う指の指紋
を検出しても良い。また、指紋センサ１４０は、電源ボタン３ａを触った状態で、電源ボ
タン３ａ上を移動する指の指紋を検出しても良い。言い換えれば、指紋センサ１４０は、
電源ボタン３ａに対してスライド操作を行う指の指紋を検出しても良い。以後、指紋セン
サ１４０で検出された指紋を「検出指紋」と呼ぶことがある。
【００３６】
　＜電子機器の動作モードについて＞
　電子機器１は、動作モードとして、電子機器１における、表示機能を含む一部の機能が
停止するスリープモードと、スリープモードが解除された状態である通常モードとを備え
ている。スリープモードでは、表示パネル１２０、タッチパネル１３０及び指紋センサ１
４０等の、電子機器１の一部の構成が動作しない。スリープモードでは、通常モードより
も電子機器１の消費電力が低減する。制御部１００が電子機器１の所定の構成を制御する
ことによって、電子機器１の動作モードが設定される。
【００３７】
　通常モードにおいて、電子機器１に対して一定時間以上操作が行われなければ、通常モ
ードからスリープモードに遷移する。また、通常モードにおいて、電源ボタン３ａが操作
されたとき、通常モードからスリープモードに遷移する。
【００３８】
　一方で、スリープモードにおいて、電源ボタン３ａが操作されたとき、スリープモード
から通常モードに遷移する。つまり、スリープモードにおいて、電源ボタン３ａが操作さ
れたとき、電子機器１では、スリープモードに遷移するときに停止された機能が復帰する
。また、スリープモードにおいて、ホームボタン３ｄが操作されたとき、スリープモード
から通常モードに遷移する。ホームボタン３ｄは、スリープモードでは、スリープモード
を解除するための操作ボタンとして機能する。
【００３９】
　＜表示領域に表示される画面について＞
　通常モードにおいては、様々な画面が表示領域２０に表示される。表示領域２０には、
例えば、ホーム画面及びロック画面が表示される。図５はホーム画面３００の一例を示す
図である。図６はロック画面３５０の一例を示す図である。
【００４０】
　図５に示されるように、ホーム画面３００には、電池２００の現在の容量を示す電池残
量アイコン３０１と、現在の時刻３０２と、無線通信部１１０での電波の受信状況を示す
受信状況アイコン（電波状況アイコンとも呼ばれる）３０３とが示される。さらに、ホー
ム画面３００には、アプリケーションに対応し、対応するアプリケーションを実行するた
めのアイコン（以後、「アプリケーションアイコン」と呼ぶ）３０５が示される。図６の
例では、１０個のアプリケーションアイコン３０５が示されている。ユーザがアプリケー
ションアイコン３０５に対して所定の操作（例えばタップ操作）を行うと、制御部１００
は、操作されたアプリケーションアイコン３０５に対応するアプリケーションを記憶部１
０３から読み出して実行する。これにより、ユーザは、アプリケーションアイコン３０５
を操作することによって、操作されたアプリケーションアイコン３０５に対応するアプリ
ケーションを電子機器１に実行させることができる。例えば、ユーザが、ブラウザに対応
するアプリケーションアイコン３０５をタップ操作すると、電子機器１ではブラウザが実
行される。またユーザが、カメラアプリケーションに対応するアプリケーションアイコン
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３０５をタップ操作すると、電子機器１ではカメラアプリケーションが実行される。アプ
リケーションアイコン３０５は、表示領域２０に表示されるソフトウェアボタンである。
【００４１】
　図６に示されるように、ロック画面３５０には、ホーム画面３００と同様に、電池残量
アイコン３０１及び受信状況アイコン３０３が示される。またロック画面３５０には、現
在の時刻３０６と、現在の日付３０７と、現在の曜日３０８とが示される。ロック画面３
５０において、時刻３０６は、ホーム画面３００での時刻３０２とは異なる位置において
、当該時刻３０２よりも大きく示される。
【００４２】
　ここで、電子機器１の通常モードには、記憶部１０３内の複数のアプリケーションのう
ち、特定のアプリケーション（例えば通話アプリケーション及びカメラアプリケーション
）以外のアプリケーション、あるいは記憶部１０３内のすべてのアプリケーションを、ユ
ーザが電子機器１に実行させることができないロックモードが含まれる。ロックモードで
は、ユーザは、記憶部１０３内の複数のアプリケーションのうち、特定のアプリケーショ
ン以外の各アプリケーションについて、あるいは記憶部１０３内のすべてのアプリケーシ
ョンのそれぞれについて、当該アプリケーションの実行を電子機器１に指示することがで
きない。ロック画面３５０は、電子機器１がロックモードであることを通知する画面であ
って、電子機器１がロックモードのときに表示領域２０に表示される。
【００４３】
　スリープモードにおいて、電源ボタン３ａが操作されたときと、ホームボタン３ｄが操
作されたとき、スリープモードが解除されて、電子機器１の動作モードはロックモードと
なり、表示領域２０にロック画面３５０が表示される。
【００４４】
　また、電子機器１の動作モードが通常モードであって、ロックモードでない場合に、ホ
ームボタン３ｄが操作されると、表示領域２０にはホーム画面３００が表示される。
【００４５】
　表示領域２０がロック画面３５０を表示している場合に、ユーザが電子機器１に対して
所定の操作を行うと、電子機器１ではロックモードが解除されて、表示領域２０の表示は
ロック画面３５０から他の画面、例えばホーム画面３００に遷移する。以後、通常モード
において、ロックモードが解除されている状態を「非ロックモード」と呼ぶ。
【００４６】
　＜ユーザ認証＞
　制御部１００は、指紋センサ１４０での指紋検出結果に基づいて、ユーザ認証を行うこ
とができる。制御部１００は、例えば、電子機器１がロックモードのときにユーザ認証を
行う。制御部１００がユーザ認証に成功すると、ロックモードが解除される。
【００４７】
　制御部１００は、ユーザ認証を行う際、まず、指紋センサ１４０から指紋検出結果とし
て出力される指紋画像から、当該指紋画像が示す検出指紋の特徴を示す特徴点を抽出する
。特徴点としては、例えば、指紋の稜線（凸部）の端点及び分岐点の位置、当該稜線の太
さなどが使用される。そして、制御部１００は、抽出した特徴点と、記憶部１０３に記憶
されている基準特徴点とを比較する。基準特徴点は、正規のユーザ（例えば電子機器１の
所有者）の指紋を示す指紋画像から抽出された特徴点である。制御部１００は、抽出した
特徴点と基準特徴点とを比較した結果、両者が類似する場合には、ユーザ認証が成功であ
ると判定する。つまり、制御部１００は、指紋センサ１４０が検出した指紋を有するユー
ザが正規のユーザであると判定する。一方で、制御部１００は、抽出した特徴点と基準特
徴点とが類似しない場合には、ユーザ認証に失敗したと判定する。つまり、制御部１００
は、指紋センサ１４０が検出した指紋を有するユーザが非正規のユーザであると判定する
。
【００４８】
　このように、電子機器１では、ロックモードのときにユーザ認証が行われることから、
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正規のユーザは、ロック画面３５０が表示されているときに、電源ボタン３ａを、それが
オン状態とならないように指で触ることによって、電子機器１にロックモードを解除させ
ることができる。表示領域２０にロック画面３５０が表示されているときにロックモード
が解除されると、表示領域２０にはロック画面３５０以外の画面（例えばホーム画面など
）が表示される。
【００４９】
　電子機器１の通常モードには、ユーザの指紋を電子機器１に登録するための指紋登録モ
ードが含まれる。電子機器１は、非ロックモードにおいて、表示領域２０に対して所定の
操作が行われると、指紋登録モードで動作する。指紋登録モードにおいて、正規のユーザ
が自身の手の指を電源ボタン３ａ上に置くと、指紋センサ１４０は当該指の指紋を検出し
、検出指紋を示す指紋画像を出力する。制御部１００は、指紋センサ１４０からの指紋画
像から特徴点を抽出し、抽出した特徴点を基準特徴点として記憶部１０３に記憶する。こ
れにより、正規のユーザの指紋の特徴を示す基準特徴点が記憶部１０３に記憶される。つ
まり、正規のユーザの指紋が電子機器１に登録される。
【００５０】
　なお、記憶部１０３には、複数の基準特徴点が記憶されることもある。この場合には、
制御部１００は、抽出した特徴点と、記憶部１０３に記憶されている複数の基準特徴点の
それぞれとを比較する。制御部１００は、複数の基準特徴点の中に、抽出した特徴点と類
似するものがある場合には、ユーザ認証が成功であると判定する。一方で、制御部１００
は、複数の基準特徴点の中に、抽出した特徴点と類似するものが無い場合には、ユーザ認
証に失敗したと判定する。
【００５１】
　以下では、記憶部１０３には、例えば、正規のユーザの右手親指の指紋に対応する基準
特徴点と、正規のユーザの左手人差し指の指紋に対応する基準特徴点とが記憶されている
ものとする。したがって、正規のユーザは、右手で持つ電子機器１の電源ボタン３ａを右
手親指で触ることによって、電子機器１にロックモードを解除させることができる。また
、正規のユーザは、左手で持つ電子機器１の電源ボタン３ａを左手人差し指で触ることに
よって、電子機器１にロックモードを解除させることができる。
【００５２】
　以後、正規のユーザのある指の指紋に対応する基準特徴点を、当該ある指の基準特徴点
と呼ぶことがある。また、制御部１００が、指紋センサ１４０で得られる指紋画像から抽
出する特徴点を「抽出特徴点」と呼ぶことがある。
【００５３】
　＜アプリ実行ボタンについて＞
　非ロックモードにおいて、アプリ実行ボタン３ｂが操作されると、制御部１００は、記
憶部１０３に記憶されている、アプリ実行ボタン３ｂに割り当てられているアプリケーシ
ョンを読み出して実行する。これにより、表示領域２０には、アプリケーションが実行さ
れることによって生成される、当該アプリケーションに応じた画面（以後、「アプリ実行
画面」と呼ぶ）が表示される。
【００５４】
　また、スリープモードにおいてアプリ実行ボタン３ｂが操作された場合の電子機器１の
動作は、電源ボタン３ａに指が触れているか否かに応じて異なる。言い換えれば、スリー
プモードにおいてアプリ実行ボタン３ｂが操作された場合の電子機器１の動作は、指紋セ
ンサ１４０で指紋が検出されているか否かに応じて異なる。以下に、スリープモードにお
いてアプリ実行ボタン３ｂが操作された場合の電子機器１の動作について説明する。図７
は当該動作を示すフローチャートである。
【００５５】
　図７に示されるように、ステップｓ１において電子機器１がスリープモードで動作する
場合に、ステップｓ２において、制御部１００が、アプリ実行ボタン３ｂが操作されたと
判定すると、ステップｓ３においてスリープモードが解除する。その後、ステップｓ４に
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おいて、制御部１００は、指紋センサ１４０で指紋が検出されているか否かを判定する。
言い換えれば、制御部１００は、電源ボタン３ａに指が触れているか否かを判定する。こ
のとき、電源ボタン３ａは、ユーザの指で触れられていれば良く、ユーザの指で押されて
いても良いし、ユーザの指で押されていなくても良い。
【００５６】
　ステップｓ４において、制御部１００は、指紋センサ１４０で指紋が検出されていない
と判定すると（電源ボタン３ａに指が触れていないと判定すると）、ステップｓ５におい
て電子機器１の動作モードがロックモードになり、ステップｓ６において、制御部１００
は表示部２２０にロック画面を表示させる。このときのロック画面は、図６と同様の画面
であっても良いし、他の画面であっても良い。ステップｓ６で表示されるロック画面は、
例えば、「ロックを解除してください」といった文字列を含む画面であっても良い。
【００５７】
　ロック画面が表示されると、ステップｓ７において、制御部１００は、指紋検出待ち状
態となり、指紋センサ１４０で指紋が検出されたか否かを判定する。制御部１００は、指
紋センサ１４０で指紋が検出されたと判定すると、ステップｓ８において、上記と同様に
してユーザ認証を行う。制御部１００は、指紋センサ１４０で指紋が検出されたと判定す
るまで、ステップｓ７を繰り返し実行する。
【００５８】
　ステップｓ８でのユーザ認証が終了すると、制御部１００は、ステップｓ９において、
ユーザ認証に成功したか否かを判定する。制御部１００は、ユーザ認証が成功したと判定
すると、ステップｓ１０において、ロックモードを解除し、ステップｓ１１において、操
作されたアプリ実行ボタン３ｂに割り当てられているアプリケーションを実行する。そし
て、制御部１００は、表示部２２０に、ロック画面の替わりに、実行中のアプリケーショ
ンに応じたアプリ実行画面を表示させる。例えば、アプリ実行ボタン３ｂにＰＴＴアプリ
ケーションが割り当てられている場合には、ＰＴＴアプリケーションに応じたアプリ実行
画面がロック画面の替わりに表示される。
【００５９】
　一方で、制御部１００は、ステップｓ９においてユーザ認証が失敗したと判定すると、
ステップｓ１３において、ユーザ認証の失敗を通知するための認証失敗通知情報を含むロ
ック画面を表示部２２０に表示させる。図８は、認証失敗通知情報３１０を含むロック画
面３５０の一例を示す図である。図８の例では、認証失敗通知情報３１０として「認証に
失敗しました。」という文字列が表示されている。ステップｓ１３で表示されるロック画
面３５０には、図８に示されるように、電源ボタン３ａを再度触ることを促す情報３１１
も含めても良い。
【００６０】
　ステップｓ１３の後、制御部１００は、再度指紋検出待ちとなり、ステップｓ７が実行
される。以後、電子機器１は同様に動作する。
【００６１】
　ステップｓ４において、制御部１００は、指紋センサ１４０で指紋が検出されていると
判定すると（電源ボタン３ａに指が触れていると判定すると）、ステップｓ１４において
、アプリ実行ボタン３ｂに割り当てられているアプリケーションの実行と、ユーザ認証と
を開始し、当該アプリケーションの実行とユーザ認証とを並行して行う。ステップｓ１４
では、アプリケーションの実行とユーザ認証とが並行して行われれば、アプリケーション
の実行が、ユーザ認証よりも先に開始しても良いし、ユーザ認証よりも後に開始しても良
いし、ユーザ認証と同時に開始しても良い。
【００６２】
　ステップｓ１４でのユーザ認証が終了すると、ステップｓ１５において、制御部１００
は、ユーザ認証が成功したか否かを判定する。制御部１００は、ユーザ認証が成功したと
判定すると、ステップｓ１６において、実行中のアプリケーションに応じたアプリ実行画
面を表示部２２０に表示させる。これにより、表示領域２０の状態は、表示を行っていな
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い状態から、ロック画面を表示する状態とならずに、アプリ実行画面を表示する状態に変
化する。
【００６３】
　一方で、制御部１００は、ユーザ認証が失敗したと判定すると、ステップｓ１７におい
て、アプリ実行ボタン３ｂに割り当てられているアプリケーションの実行を停止し、ステ
ップｓ１８において、電子機器１の動作モードがロックモードとなる。電子機器１の動作
モードがロックモードになると、ステップｓ１９において、制御部１００は、ステップｓ
１３と同様に、認証失敗通知情報を含むロック画面を表示部２２０に表示させる。これに
より、表示領域２０の状態は、表示を行っていない状態から、アプリ実行画面を表示する
状態とならずに、ロック画面を表示する状態に変化する。
【００６４】
　ステップｓ１９の後、制御部１００は、指紋検出待ちとなり、ステップｓ７が実行され
る。以後、電子機器１は同様に動作する。
【００６５】
　以上のように、電子機器１では、アプリ実行ボタン３ｂが操作された場合に指紋センサ
１４０で指紋が検出されていないときには、ロック画面が表示される。したがって、ユー
ザが、電源ボタン３ａを指で触れていない状態でアプリ実行ボタン３ｂを操作すると、電
子機器１はロック画面を表示する。そして、電子機器１では、ロック画面が表示されてい
る状態で、指紋センサ１４０で指紋が検出されたときには、ユーザ認証が開始し、ユーザ
認証が成功すると、アプリ実行ボタン３ｂに割り当てられているアプリケーションが実行
される。したがって、ユーザが、ロック画面を表示している電子機器１の電源ボタン３ａ
を指で触れると、電子機器１はユーザ認証を開始し、ユーザ認証が成功すると、アプリ実
行ボタン３ｂに割り当てられているアプリケーションを実行する。
【００６６】
　一方で、電子機器１では、アプリ実行ボタン３ｂが操作された場合に指紋センサ１４０
で指紋が検出されているとき、制御部１００が、ユーザ認証と、アプリ実行ボタン３ｂに
割り当てられているアプリケーションの実行とを行う。したがって、ユーザが、電源ボタ
ン３ａを指で触れた状態でアプリ実行ボタン３ｂを操作すると、制御部１００は、ユーザ
認証と、アプリ実行ボタン３ｂに割り当てられているアプリケーションの実行とを行う。
【００６７】
　このように、ユーザが、電源ボタン３ａを指で触れていない状態でアプリ実行ボタン３
ｂを操作する場合には、ユーザ認証と、アプリ実行ボタン３ｂに割り当てられているアプ
リケーションの実行とを電子機器１に実行させるためには、ユーザは、アプリ実行ボタン
３ｂを操作し、その後、電子機器１にロック画面が表示された後に電源ボタン３ａを指で
触る必要がある。つまり、この場合には、ユーザは、電子機器１に、ユーザ認証と、アプ
リ実行ボタン３ｂに割り当てられているアプリケーションの実行とを行わせるためには、
アプリ実行ボタン３ｂを操作した後、電源ボタン３ａを指で触る必要があり、電子機器１
に対する操作が２回必要となる。
【００６８】
　これに対して、ユーザが、電源ボタン３ａを指で触っている状態でアプリ実行ボタン３
ｂを操作する場合には、電子機器１においては、アプリ実行ボタン３ｂが操作されたとき
、ユーザ認証と、アプリ実行ボタン３ｂに割り当てられているアプリケーションの実行と
が行われる。つまり、ユーザは、電子機器１に、ユーザ認証と、アプリ実行ボタン３ｂに
割り当てられているアプリケーションの実行とを行わせるためには、電源ボタン３ａを指
で触っている状態でアプリ実行ボタン３ｂを操作すれば良く、電子機器１に対する操作が
１回で済む。したがって、電子機器１の操作性が向上する。
【００６９】
　さらに、ユーザが、電源ボタン３ａを指で触っている状態でアプリ実行ボタン３ｂを操
作した場合には、電子機器１は、ユーザ認証と、アプリ実行ボタン３ｂに割り当てられて
いるアプリケーションの実行とを並行して行うことから、電子機器１は、ユーザ認証が成
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功した後、すぐにアプリ実行画面を表示することができる。
【００７０】
　上述のように、記憶部１０３には、ユーザの右手親指の指紋に対応する基準特徴点が記
憶されている。したがって、スリープモードの電子機器１を右手４００Ｒで持つ正規のユ
ーザが、図９に示されるように、右手親指４００ＲＴで電源ボタン３ａを触れた状態で、
右手人差し指４００ＲＩでアプリ実行ボタン３ｂを操作すると、表示領域２０の状態は、
表示を行っていない状態から、ロック画面を表示する状態を経ずに、アプリ実行画面を表
示する状態へ変化する。
【００７１】
　また、上述のように、記憶部１０３には、正規のユーザの左手人差し指の指紋に対応す
る基準特徴点も記憶されている。したがって、スリープモードの電子機器１を左手４００
Ｌで持つ正規のユーザが、図１０に示されるように、左手人差し指４００ＬＩで電源ボタ
ン３ａを触れた状態で、左手親指４００ＬＴでアプリ実行ボタン３ｂを操作すると、表示
領域２０の状態は、表示を行っていない状態から、ロック画面を表示する状態を経ずに、
アプリ実行画面を表示する状態へ変化する。
【００７２】
　また本例では、指紋センサ１４０によって、それに触る指の指紋が検出される操作ボタ
ン３ａが、電子機器１の右側側面１ｃに位置していることから、ユーザは、上述の図９，
１０のように、電子機器１を持つ片手で操作ボタン３ａを操作し易くなる。よって、ユー
ザは、電子機器１を片手で持った状態で電子機器１にユーザ認証を実行させやすくなる。
【００７３】
　また本例では、操作ボタン３ａが電子機器１の右側側面１ｃに位置し、アプリ実行ボタ
ン３ｂが電子機器１の左側側面１ｄに位置することから、ユーザは、上述の図９，１０の
ように、電子機器１を持つ片手で操作ボタン３ａ及びアプリ実行ボタン３ｂを同時に操作
し易くなる。よって、ユーザは、電子機器１を片手で持った状態で電子機器１にユーザ認
証とアプリケーションの実行とを実行させやすくなる。操作ボタン３ａとアプリ実行ボタ
ン３ｂとは、図２等に示されるように、電子機器１の左右方向（短手方向）において互い
に対向するように位置することが望ましい。
【００７４】
　また本例では、指紋センサ１４０によって、それに触る指の指紋が検出される操作ボタ
ン３ａが、電子機器１の表面から突出しているため、ユーザは電子機器１での指紋検出領
域の位置を特定し易くなる。例えば、ユーザは、暗い場所で電子機器１を使用する場合で
あっても、操作ボタン３ａが電子機器１の表面から突出しているため、指紋検出領域の位
置を特定し易くなる。また、ユーザは、ポケットあるいはカバンから電子機器１を取り出
してすぐに電子機器１を使用したい場合であっても、操作ボタン３ａが電子機器１の表面
から突出しているため、指紋検出領域の位置を特定し易くなる。
【００７５】
　なお、図９，１０の例では、電源ボタン３ａを触る指と、アプリ実行ボタン３ｂを操作
する指とがともに右手の指、あるいは左手の指であったが、右手及び左手の一方の手の指
で電源ボタン３ａが触れられ、右手及び左手の他方の手の指でアプリ実行ボタン３ｂが操
作されても良い。例えば、ユーザは、右手親指で電源ボタン３ａを触っている状態で、左
手人差し指でアプリ実行ボタン３ｂを操作しても良い。
【００７６】
　また、アプリ実行ボタン３ｂに対して複数のアプリケーションを割り当てても良い。こ
の場合には、アプリ実行ボタン３ｂに割り当てた複数のアプリケーションに対して、アプ
リ実行ボタン３ｂに対する複数種類の操作をそれぞれ割り当てる。そして、制御部１００
は、アプリ実行ボタン３ｂに対する操作が行われると、その操作の種類に応じたアプリケ
ーションを実行する。ユーザは、表示領域２０に対して所定の操作を行うことによって、
電子機器１に、アプリ実行ボタン３ｂに対して複数のアプリケーションを割り当てること
を実行させるとともに、当該複数のアプリケーションに対して、アプリ実行ボタン３ｂに
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対する複数種類の操作をそれぞれ割り当てることを実行させることができる。
【００７７】
　例えば、アプリ実行ボタン３ｂに対して、ブラウザ及びメールアプリケーションが割り
当てられているとする。この場合に、ユーザは、表示領域２０に対して所定の操作を行う
ことによって、ブラウザ及びメールアプリケーションに対して、例えば、アプリ実行ボタ
ン３ｂに対する短押し操作及び長押し操作をそれぞれ割り当てることを電子機器１に実行
させる。ここで、短押し操作とは、操作ボタンを短時間の間押す操作である。長押し操作
は、操作ボタンを長時間の間押す操作である。制御部１００は、アプリ実行ボタン３ｂに
対して短押し操作されると、ブラウザを実行する。そして、制御部１００は、アプリ実行
ボタン３ｂに対して長押し操作されると、メールアプリケーションを実行する。
【００７８】
　上記の例では、指紋センサ１４０は、電源ボタン３ａを触る指の指紋を検出していたが
、他のハードウェアボタンを触る指の指紋を検出しても良い。例えば、指紋センサ１４０
は、ホームボタン３ｄを触る指の指紋を検出しても良い。この場合には、図１１に示され
るように、正規のユーザが、ホームボタン３ｄを指で触っている状態でアプリ実行ボタン
３ｂを操作すると、電子機器１では、ユーザ認証と、アプリ実行ボタン３ｂに割り当てら
れているアプリケーションの実行とが開始し、ユーザ認証が成功すると、アプリ実行画面
が表示される。図１１の例では、正規のユーザは、左手親指４００ＬＴでホームボタン３
ｄを触っている。
【００７９】
　また上記の例では、電源ボタン３ａが電子機器１の右側側面１ｃに位置し、アプリ実行
ボタン３ｂが電子機器１の左側側面１ｄに位置しているが、電源ボタン３ａが左側側面１
ｄに位置し、アプリ実行ボタン３ｂが右側側面１ｃに位置しても良い。
【００８０】
　また、電子機器１の右側側面１ｃに、電源ボタン３ａ以外のハードウェアボタンが設け
られている場合には、指紋センサ１４０は、そのハードウェアボタンを触る指の指紋を検
出しても良い。この場合には、ユーザが、当該ハードウェアボタンを指で触れた状態でア
プリ実行ボタン３ｂを操作すると、制御部１００は、ユーザ認証と、アプリ実行ボタン３
ｂに割り当てられているアプリケーションの実行とを行う。
【００８１】
　また、電子機器１でのユーザ認証に少し時間がかかる場合には、上述のステップｓ１４
においてユーザ認証が開始したとき、電子機器１は、ユーザ認証の実行中をユーザに通知
する通知画面４５０を表示しても良い。図１２は通知画面４５０の一例を示す図である。
図１２の例では、通知画面４５０に「指紋検出中」という文字列が示されている。
【００８２】
　＜各種変形例＞
　以下に電子機器１の各種変形例について説明する。
【００８３】
　＜第１変形例：ボリュームボタン＞
　図１３は、本変形例に係る電子機器１をユーザが右手４００Ｒで持つ様子を示す図であ
る。図１３に示されるように、本変形例に係る電子機器１は、上記の電子機器１において
、アプリ実行ボタン３ｂの替わりに、ボリュームボタン３ｆが左側側面１ｄに設けられた
ものである。
【００８４】
　ボリュームボタン３ｆは、ボリュームアップボタン３ｆｕ及びボリュームダウンボタン
３ｆｄを含んでいる。ボリュームアップボタン３ｆｕに対しては、レシーバ穴２１及びス
ピーカ穴２２から出力される音の音量設定値を大きくするボリュームアップ機能が割り当
てられる。電子機器１の動作モードが非ロックモードである場合、ボリュームアップボタ
ン３ｆｕが操作されると、制御部１００は、レシーバ１５０及びスピーカ１６０から出力
される音の音量設定値を大きくする。
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【００８５】
　一方で、ボリュームダウンボタン３ｆｄに対しては、レシーバ１５０及びスピーカ１６
０から出力される音の音量設定値を小さくするボリュームダウン機能と、電子機器１の動
作モードをオリジナルマナーモードに設定するというオリジナルマナーモード設定機能と
が割り当てられる。そして、ボリュームダウン機能に対しては、ボリュームダウンボタン
３ｆｄに対する短押し操作が割り当てられ、オリジナルマナーモード設定機能に対しては
、ボリュームダウンボタン３ｆｄに対する長押し操作が割り当てられる。電子機器１の動
作モードが非ロックモードである場合、ボリュームダウンボタン３ｆｄが短押し操作され
ると、制御部１００は、レシーバ１５０及びスピーカ１６０から出力される音の音量設定
値を小さくする。電子機器１の動作モードが非ロックモードである場合、ボリュームダウ
ンボタン３ｆｄが長押し操作されると、電子機器１の動作モードがオリジナルマナーモー
ドに設定される。
【００８６】
　ここで、オリジナルマナーモードとは、電子機器１が出力する音の音量設定を含む、電
子機器１での複数の設定項目に関して、ユーザが電子機器１に設定した設定値で電子機器
１が動作するモードである。オリジナルマナーモードでは、例えば、電子メール着信音量
、音声通話着信音量、目覚まし機能のアラーム音量などの各種音量の設定値が、ユーザが
設定した値に設定される。
【００８７】
　スリープモードにおいてボリュームダウンボタン３ｆｄが長押し操作された場合の電子
機器１の動作は、電源ボタン３ａに指が触れているか否かに応じて異なる。図１４は、ス
リープモードにおいてボリュームダウンボタン３ｆｄが長押し操作された場合の電子機器
１の動作を示すフローチャートである。以後、ボリュームダウンボタン３ｆｄを「ダウン
ボタン３ｆｄ」と呼ぶ。
【００８８】
　図１４に示されるように、ステップｓ２１において電子機器１がスリープモードで動作
する場合に、ステップｓ２２において、制御部１００が、ダウンボタン３ｆｄが長押し操
作されたと判定すると、ステップｓ２３において、スリープモードが解除する。その後、
ステップｓ２４において、制御部１００は、指紋センサ１４０で指紋が検出されているか
否かを判定する。言い換えれば、制御部１００は、電源ボタン３ａに指が触れているか否
かを判定する。このとき、電源ボタン３ａは、ユーザの指で触れられていれば良く、ユー
ザの指で押されていても良いし、ユーザの指で押されていなくても良い。
【００８９】
　ステップｓ２４において、制御部１００は、指紋センサ１４０で指紋が検出されていな
いと判定すると、ステップｓ２５において電子機器１の動作モードがロックモードになり
、ステップｓ２６において、制御部１００は表示部２２０にロック画面を表示させる。こ
のときのロック画面は、上述のステップｓ６で表示されるロック画面と同様である。
【００９０】
　ロック画面が表示されると、ステップｓ２７において、制御部１００は、指紋検出待ち
状態となり、指紋センサ１４０で指紋が検出されたか否かを判定する。制御部１００は、
指紋センサ１４０で指紋が検出されたと判定すると、ステップｓ２８においてユーザ認証
を行う。制御部１００は、指紋センサ１４０で指紋が検出されたと判定するまで、ステッ
プｓ２７を繰り返し実行する。
【００９１】
　ステップｓ２８でのユーザ認証が終了すると、制御部１００は、ステップｓ２９におい
て、ユーザ認証に成功したか否かを判定する。制御部１００は、ユーザ認証が成功したと
判定すると、ステップｓ３０において、ロックモードを解除し、ステップｓ３１において
、電子機器１の動作モードをオリジナルマナーモードに設定する。このとき、電子機器１
には、所定の画面（例えばホーム画面）が表示される。
【００９２】
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　一方で、制御部１００は、ユーザ認証が失敗したと判定すると、ステップｓ３２におい
て、ユーザ認証の失敗を通知するための認証失敗通知情報を含むロック画面を表示部２２
０に表示させる。このロック画面は、上述のステップｓ１３で表示されるロック画面と同
様である。
【００９３】
　ステップｓ３２の後、制御部１００は、再度指紋検出待ちとなり、ステップｓ２７が実
行される。以後、電子機器１は同様に動作する。
【００９４】
　ステップｓ２４において、指紋センサ１４０で指紋が検出されていると判定されると、
ステップｓ３３において、電子機器１の動作モードがオリジナルマナーモードに設定され
るとともに、ユーザ認証が実行される。ステップｓ３３では、電子機器１の動作モードが
オリジナルマナーモードに設定された後にユーザ認証が開始しても良いし、ユーザ認証が
開始した後に電子機器１の動作モードがオリジナルマナーモードに設定されても良い。ま
た、ユーザ認証の開始と、オリジナルマナーモードの設定とが同時であっても良い。
【００９５】
　ステップｓ３３でのユーザ認証が終了すると、ステップｓ３４において、制御部１００
は、ユーザ認証が成功したか否かを判定する。制御部１００は、ユーザ認証が成功したと
判定すると、ステップｓ３５において、表示部２２０に所定の画面を表示させる。ステッ
プｓ３５では、例えば、ホーム画面が表示される。
【００９６】
　一方で、制御部１００は、ユーザ認証が失敗したと判定すると、ステップｓ３６におい
て、オリジナルマナーモードの設定が解除され、ステップｓ３７において、電子機器１の
動作モードがロックモードに設定される。電子機器１の動作モードがロックモードになる
と、ステップｓ３８において、制御部１００は、ステップｓ３２と同様に、認証失敗通知
情報を含むロック画面を表示部２２０に表示させる。これにより、表示領域２０の状態は
、表示を行っていない状態から、直接、ロック画面を表示する状態に変化する。
【００９７】
　ステップｓ３８の後、制御部１００は、指紋検出待ちとなり、ステップｓ２７が実行さ
れる。以後、電子機器１は同様に動作する。
【００９８】
　以上のように、電子機器１では、ダウンボタン３ｆｄが長押し操作された場合に指紋セ
ンサ１４０で指紋が検出されていないときには、ロック画面が表示される。したがって、
ユーザが、電源ボタン３ａを指で触れていない状態でダウンボタン３ｆｄが長押し操作す
ると、電子機器１はロック画面を表示する。そして、電子機器１では、ロック画面が表示
されている状態で、指紋センサ１４０で指紋が検出されたときには、ユーザ認証が開始し
、ユーザ認証が成功すると、動作モードがオリジナルマナーモードに設定される。したが
って、ユーザが、ロック画面を表示している電子機器１の電源ボタン３ａを指で触れると
、電子機器１はユーザ認証を開始し、ユーザ認証が成功すると、動作モードをオリジナル
マナーモードに設定する。つまり、ユーザが、ロック画面を表示している電子機器１の電
源ボタン３ａを指で触れると、電子機器１はユーザ認証を開始し、ユーザ認証が成功する
と、ダウンボタン３ｆｄに割り当てられている機能を実行する。
【００９９】
　一方で、電子機器１では、ダウンボタン３ｆｄが長押し操作された場合に指紋センサ１
４０で指紋が検出されているとき、制御部１００が、ユーザ認証と、オリジナルマナーモ
ードの設定とを行う。したがって、ユーザが、電源ボタン３ａを指で触れた状態でダウン
ボタン３ｆｄを操作すると、制御部１００は、ユーザ認証とオリジナルマナーモードの設
定とを行う。つまり、ユーザが、電源ボタン３ａを指で触れた状態でダウンボタン３ｆｄ
を操作すると、制御部１００は、ユーザ認証と、操作されたダウンボタン３ｆｄに割り当
てられている機能の実行とを行う。
【０１００】
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　このように、ユーザが、電源ボタン３ａを指で触れていない状態でダウンボタン３ｆｄ
を操作する場合には、ユーザ認証とオリジナルマナーモードの設定とを電子機器１に行わ
せるためには、ユーザは、ダウンボタン３ｆｄを操作し、その後、電子機器１にロック画
面が表示された後に電源ボタン３ａを指で触る必要がある。
【０１０１】
　これに対して、ユーザが、電源ボタン３ａを指で触っている状態でダウンボタン３ｆｄ
を操作する場合には、電子機器１においては、ダウンボタン３ｆｄが操作されたとき、ユ
ーザ認証とオリジナルマナーモードの設定とが行われる。つまり、ユーザは、電子機器１
に、ユーザ認証とオリジナルマナーモードの設定とを行わせるためには、電源ボタン３ａ
を指で触っている状態でダウンボタン３ｆｄを操作すれば良く、電子機器１に対する操作
が１回で済む。したがって、電子機器１の操作性が向上する。
【０１０２】
　記憶部１０３に、正規のユーザの右手親指の指紋に対応する基準特徴点が記憶されてい
る場合には、図１３に示されるように、スリープモードの電子機器１を右手４００Ｒで持
つ正規のユーザが、右手親指４００ＲＴで電源ボタン３ａを触れた状態で、右手人差し指
４００ＲＩでダウンボタン３ｆｄを長押し操作すると、電子機器１は、ロックモードとな
らずに、動作モードをオリジナルマナーモードに設定する。
【０１０３】
　＜第２変形例：操作ボタンに割り当てられている機能の実行の取り止め＞
　上述の図７のステップｓ１４で開始したユーザ認証の実行中に、図１５に示されるよう
に、電源ボタン３ａから指が離れた場合には、制御部１００は、アプリ実行ボタン３ｂに
割り当てられているアプリケーションの実行を取り止めても良い。つまり、制御部１００
は、ユーザ認証の実行中に、指紋センサ１４０が指紋を検出しなくなった場合に、アプリ
実行ボタン３ｂに割り当てられている機能の実行を取り止めても良い。このとき、制御部
１００は、アプリ実行ボタン３ｂに割り当てられているアプリケーションの実行を取り止
めたことをユーザに通知する通知画面４６０を表示部２２０に表示させても良い。図１６
は通知画面４６０の一例を示す図である。電子機器１では、アプリケーションの実行が取
り止められると、ステップｓ５，ｓ６が実行されて、ロック画面が表示される。通知画面
４６０が表示される場合には、例えば、通知画面４６０が一定時間表示された後に、ロッ
ク画面が表示される。以後、電子機器１はステップｓ７以降の処理を同様に動作する。な
お、図１５には、電源ボタン３ａを触る右手親指４００ＲＴが電源ボタン３ａから離れる
様子が示されている。
【０１０４】
　このように、ユーザ認証の実行中に電源ボタン３ａから指が離れた場合に、制御部１０
０が、アプリ実行ボタン３ｂに割り当てられているアプリケーションの実行を取り止める
ことによって、ユーザは、ユーザ認証の実行中に電源ボタン３ａから指を離すことによっ
て、電子機器１に、操作したアプリ実行ボタン３ｂに割り当てられているアプリケーショ
ンの実行を取り止めさせることができる。つまり、ユーザは、ユーザ認証の実行中に電源
ボタン３ａから指を離すことによって、アプリ実行ボタン３ｂに対する操作をキャンセル
することができる。したがって、ユーザは簡単な操作でアプリ実行ボタン３ｂに対する操
作をキャンセルすることができる。よって、電子機器１の操作性が向上する。
【０１０５】
　同様に、上述の図１４のステップｓ３３で開始したユーザ認証の実行中に、図１７に示
されるように、電源ボタン３ａから指が離れた場合には、制御部１００は、オリジナルマ
ナーモードの設定を取り止めても良い。つまり、制御部１００は、ユーザ認証の実行中に
、指紋センサ１４０が指紋を検出しなくなった場合に、ダウンボタン３ｆｄに割り当てら
れている機能の実行を取り止めても良い。このとき、制御部１００は、オリジナルマナー
モードの設定を取り止めたことをユーザに通知する通知画面４７０を表示部２２０に表示
させても良い。図１８は通知画面４７０の一例を示す図である。電子機器１では、オリジ
ナルマナーモードの設定が取り止められると、ステップｓ２５，ｓ２６が実行されて、ロ
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ック画面が表示される。通知画面４７０が表示される場合には、例えば、通知画面４７０
が一定時間表示された後に、ロック画面が表示される。以後、電子機器１はステップｓ２
７以降の処理を同様に動作する。なお、図１７には、電源ボタン３ａを触る右手親指４０
０ＲＴが電源ボタン３ａから離れる様子が示されている。
【０１０６】
　このように、ユーザ認証の実行中に電源ボタン３ａから指が離れた場合に、制御部１０
０が、オリジナルマナーモードの設定を取り止めることによって、ユーザは、ユーザ認証
の実行中に電源ボタン３ａから指を離すことによって、電子機器１に、オリジナルモード
の設定を取り止めさせることができる。つまり、ユーザは、ユーザ認証の実行中に、電源
ボタン３ａから指を離すことによって、ダウンボタン３ｆｄに対する操作をキャンセルす
ることができる。したがって、ユーザは簡単な操作でダウンボタン３ｆｄに対する操作を
キャンセルすることができる。よって、電子機器１の操作性が向上する。
【０１０７】
　＜第３変形例：電子機器の持ち方の検出＞
　電子機器１では、制御部１００が、指紋センサ１４０での指紋検出結果に基づいて、ユ
ーザの電子機器１の持ち方を判定しても良い。
【０１０８】
　例えば、上記の例のように、記憶部１０３に、右手親指の基準特徴点と、左手人差し指
の基準特徴点とが記憶されている場合には、制御部１００は、指紋センサ１４０での指紋
検出結果に基づいて、ユーザが電子機器１を右手で持っているか、左手で持っているかを
判定することができる。具体的には、制御部１００は、指紋センサ１４０から出力される
指紋画像から抽出した特徴点（抽出特徴点）が、記憶部１０３内の右手親指の基準特徴点
に類似する場合には、上述の図９に示されるように、ユーザ（正規のユーザ）が電子機器
１を右手で持っていると判定する。一方で、制御部１００は、抽出特徴点が、記憶部１０
３内の左手人差し指の基準特徴点に類似する場合には、上述の図１０に示されるように、
ユーザ（正規のユーザ）が電子機器１を左手で持っていると判定する。
【０１０９】
　また制御部１００は、ユーザが電子機器１を、電子機器１の背面１ｂ側から片手で持っ
ているか、電子機器１の前面１ａ側から片手で持っているかを判定することも可能である
。言い換えれば、制御部１００は、ユーザが電子機器１を、電子機器１の背面１ｂと手の
平が対向するように片手で持っているか、電子機器１の前面１ａと手の平が対向するよう
に片手で持っているかを判定することも可能である。以下にこの点について詳細に説明す
る。
【０１１０】
　上述の図９，１０等には、ユーザが電子機器１を、電子機器１の背面１ｂ側から片手で
持っている様子が示されている。図１９は、ユーザが電子機器１を、電子機器１の前面１
ａ側から片手（具体的には右手４００Ｒ）で持っている様子を示す図である。図１９の例
では、ユーザは、例えば、右手人差し指４００ＲＩで電源ボタン３ａを触った状態で、右
手親指４００ＲＴでアプリ実行ボタン３ｂを操作する。
【０１１１】
　ユーザが電子機器１を、電子機器１の背面１ｂ側から持っているか、電子機器１の前面
１ａ側から持っているかを制御部１００が判定する場合には、例えば、ユーザが電子機器
１を右手で持つことを想定して、記憶部１０３には、右手親指の基準特徴点と、右手人差
し指の基準特徴点とが記憶される。制御部１００は、抽出特徴点が、記憶部１０３内の右
手親指の基準特徴点に類似する場合には、図９に示されるように、ユーザ（正規のユーザ
）が電子機器１を、電子機器１の背面１ｂ側から片手で持っていると判定する。一方で、
制御部１００は、抽出特徴点が、記憶部１０３内の右手人差し指の基準特徴点に類似する
場合には、図１９に示されるように、ユーザ（正規のユーザ）が電子機器１を、電子機器
１の前面１ａ側から片手で持っていると判定する。
【０１１２】
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　また、ユーザが電子機器１を左手で持つことを想定して、記憶部１０３には、左手親指
の基準特徴点と、左手人差し指の基準特徴点とが記憶されても良い。この場合には、制御
部１００は、抽出特徴点が、記憶部１０３内の左手人差し指の基準特徴点に類似する場合
には、図１０に示されるように、ユーザが電子機器１を、電子機器１の背面１ｂ側から片
手で持っていると判定する。一方で、制御部１００は、抽出特徴点が、記憶部１０３内の
左手親指の基準特徴点に類似する場合には、ユーザが電子機器１を、電子機器１の前面１
ａ側から片手で持っていると判定する。
【０１１３】
　また、ユーザが電子機器１を右手で持っているのか、左手で持っているのかを区別する
ために、記憶部１０３には、右手親指の基準特徴点と、右手人差し指の基準特徴点と、左
手親指の基準特徴点と、左手人差し指の基準特徴点とが記憶されても良い。この場合には
、制御部１００は、抽出特徴点が、記憶部１０３内の右手親指の基準特徴点に類似する場
合には、ユーザが電子機器１を、電子機器１の背面１ｂ側から右手で持っていると判定す
る。また、制御部１００は、抽出特徴点が、記憶部１０３内の右手人差し指の基準特徴点
に類似する場合には、ユーザが電子機器１を、電子機器１の前面１ａ側から右手で持って
いると判定する。また、制御部１００は、抽出特徴点が、記憶部１０３内の左手人差し指
の基準特徴点に類似する場合には、ユーザが電子機器１を、電子機器１の背面１ｂ側から
左手で持っていると判定する。そして、制御部１００は、抽出特徴点が、記憶部１０３内
の左手親指の基準特徴点に類似する場合には、ユーザが電子機器１を、電子機器１の前面
１ａ側から左手で持っていると判定する。
【０１１４】
　制御部１００がユーザの電子機器１の持ち方を判定する場合には、指紋センサ１４０は
、電源ボタン３ａを触る指の指紋だけではなく、操作ボタン３ｂを触る指の指紋を検出し
ても良い。この場合には、制御部１００は、指紋センサ１４０で検出された、電源ボタン
３ａを触る指の指紋を示す指紋画像と、指紋センサ１４０で検出された、操作ボタン３ｂ
を触る指の指紋を示す指紋画像とに基づいて、ユーザの電子機器１の持ち方を判定する。
以後、説明の便宜上、指紋センサ１４０で検出される、電源ボタン３ａを触る指の指紋を
示す指紋画像を「右側指紋画像」と呼ぶ。また、指紋センサ１４０で検出される、操作ボ
タン３ｂを触る指の指紋を示す指紋画像を「左側指紋画像」と呼ぶ。
【０１１５】
　制御部１００が、右側指紋画像及び左側指紋画像に基づいて、ユーザの電子機器１の持
ち方を判定する場合には、記憶部１０３には、例えば、右手親指の基準特徴点と、右手人
差し指の基準特徴点と、左手親指の基準特徴点と、左手人差し指の基準特徴点とが記憶さ
れる。制御部１００は、右側指紋画像から抽出した特徴点（「右側抽出特徴点」と呼ぶ）
と、左側指紋画像から抽出した特徴点（以後、「左側抽出特徴点」と呼ぶ）とに基づいて
ユーザの電子機器１の持ち方を判定する。具体的には、制御部１００は、右側抽出特徴点
が記憶部１０３内の右手親指の基準特徴点に類似し、かつ左側抽出特徴点が記憶部１０３
内の右手人差し指の基準特徴点に類似する場合には、ユーザが電子機器１を、電子機器１
の背面１ｂ側から右手で持っていると判定する。制御部１００は、右側抽出特徴点が記憶
部１０３内の左手人差し指の基準特徴点に類似し、かつ左側抽出特徴点が記憶部１０３内
の左手親指の基準特徴点に類似する場合には、ユーザが電子機器１を、電子機器１の背面
１ｂ側から左手で持っていると判定する。制御部１００は、右側抽出特徴点が記憶部１０
３内の右人差し指の基準特徴点に類似し、かつ左側抽出特徴点が記憶部１０３内の右手親
指の基準特徴点に類似する場合には、ユーザが電子機器１を、電子機器１の前面１ａ側か
ら右手で持っていると判定する。そして、制御部１００は、右側抽出特徴点が記憶部１０
３内の左手親指の基準特徴点に類似し、かつ左側抽出特徴点が記憶部１０３内の左手人差
し指の基準特徴点に類似する場合には、ユーザが電子機器１を、電子機器１の前面１ａ側
から左手で持っていると判定する。
【０１１６】
　このように、指紋センサ１４０が、電源ボタン３ａを触る指の指紋と、操作ボタン３ｂ
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を触る指の指紋とを検出する場合には、ユーザの電子機器１の持ち方をより正しく判定す
ることができる。
【０１１７】
　なお、上述の第１変形例においても、同様にして、制御部１００は、指紋センサ１４０
での指紋検出結果に基づいて、ユーザの電子機器１の持ち方を判定することができる。ま
た、上記と同様に、指紋センサ１４０が、電源ボタン３ａを触る指の指紋と、ボリューム
ダウンボタン３ｆｄを触る指の指紋とを検出できるように、当該指紋センサ１４０を構成
し、制御部１００が、指紋センサ１４０で検出される、電源ボタン３ａを触る指の指紋及
びボリュームダウンボタン３ｆｄを触る指の指紋に基づいて、ユーザの電子機器１の持ち
方を判定しても良い。
【０１１８】
　また、制御部１００は、ユーザの電子機器１の持ち方を判定する場合には、その持ち方
に応じて操作ボタン３ｂに割り当てる機能を決定しても良い。例えば、制御部１００は、
ユーザの電子機器１の持ち方に応じて、操作ボタン３ｂに割り当てるアプリケーションを
決定しても良い。制御部１００が、ユーザが電子機器１を右手でもっているか、左手で持
っているか判定する場合には、制御部１００は、ユーザが電子機器１を右手で持っている
と判定すると、操作ボタン３ｂに対して、例えばブラウザを割り当て、ユーザが電子機器
１を左手で持っていると判定すると、操作ボタン３ｂに対して、例えば、メールアプリケ
ーションを割り当てる。これにより、ユーザは、電子機器１を持つ手を変えることによっ
て、操作ボタン３ｂが操作されたときに電子機器１で実行されるアプリケーションを変更
することができる。上述の図７のフローチャートでは、例えば、ステップｓ１４及びステ
ップｓ８において、制御部１００は、ユーザの電子機器１の持ち方を判定し、判定した持
ち方に応じて操作ボタン３ｂに割り当てる機能を決定する。
【０１１９】
　また、制御部１００が、ユーザが電子機器１を、背面１ｂ側から片手で持っているか、
前面１ａ側から片手で持っているかを判定する場合には、制御部１００は、ユーザが電子
機器１を、背面１ｂ側から片手で持っていると判定すると、操作ボタン３ｂに対して、例
えばカメラアプリケーションを割り当て、ユーザが電子機器１を、前面１ａ側から片手で
持っていると判定すると、操作ボタン３ｂに対して、例えば音楽再生制御アプリケーショ
ンを割り当てる。これにより、ユーザは、電子機器１を片手で持つ場合に、背面１ｂ側か
ら持つか、前面１ａ側から持つかを変えることによって、操作ボタン３ｂが操作されたと
きに電子機器１で実行されるアプリケーションを変更することができる。
【０１２０】
　また、制御部１００が、ユーザが電子機器１を、背面１ｂ側から右手で持っているか、
前面１ａ側から右手で持っているか、背面１ｂ側から左手で持っているか、前面１ａ側か
ら左手で持っているかを判定する場合には、制御部１００は、操作ボタン３ｂに対して、
ユーザが電子機器１を背面１ｂ側から右手で持っていると判定すると例えばカメラアプリ
ケーションを割り当て、ユーザが電子機器１を前面１ａ側から右手で持っていると判定す
ると例えば音楽再生制御アプリケーションを割り当てる。そして、制御部１００は、操作
ボタン３ｂに対して、ユーザが電子機器１を背面１ｂ側から左手で持っていると判定する
と例えばブラウザを割り当て、ユーザが電子機器１を前面１ａ側から左手で持っていると
判定すると例えばメールアプリケーションを割り当てる。これにより、ユーザは、電子機
器１を持つ手及び電子機器１を背面１ｂ側から持つか否かを変えることによって、操作ボ
タン３ｂが操作されたときに電子機器１で実行されるアプリケーションを変更することが
できる。
【０１２１】
　また、第１変形例において、制御部１００がユーザの電子機器１の持ち方を判定する場
合であっても、制御部１００は、ユーザの電子機器１の持ち方に応じて、ダウンボタン３
ｆｄに割り当てる機能を決定しても良い。例えば、制御部１００が、ユーザが電子機器１
を右手でもっているか、左手で持っているか判定する場合には、制御部１００は、ダウン
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ボタン３ｆｄに対して、ユーザが電子機器１を右手で持っていると判定すると、オリジナ
ルマナーモードの設定を割り当て、ユーザが電子機器１を左手で持っていると判定すると
、電子機器１において予め定められているマナーモードの設定を割り当てる。これにより
、ユーザは、電子機器１を持つ手を変化させることによって、ダウンボタン３ｆｄが長押
し操作されたときに電子機器１に設定されるマナーモードの種類を変更することができる
。
【０１２２】
　＜第４変形例：他の場面でのユーザ認証＞
　上記の例では、ユーザ認証は、ロックモードが解除される場面等で実行されていたが、
ユーザ認証は他の場面で実行されても良い。以下に、ユーザ認証が実行される場面の各種
例について説明する。
【０１２３】
　＜アプリケーションアイコン操作＞
　図２０は本変形例に係る電子機器１の動作を示すフローチャートである。本変形例では
、ユーザは、表示領域２０を操作することによって、電子機器１での所定のアプリケーシ
ョンの実行を制限することができる。電子機器１において、アプリケーションの実行が制
限されている場合には、ユーザ認証に成功したときにだけ、当該アプリケーションに応じ
たアプリ実行画面が表示領域２０に表示される。以後、実行が制限されているアプリケー
ションを「制限アプリケーション」と呼ぶ。また、制限アプリケーションに対応するアプ
リケーションアイコンを「制限アプリケーションアイコン」と呼ぶ。
【０１２４】
　電子機器１に上述のホーム画面３００が表示されている場合に、図２０に示されるよう
に、ステップｓ４１において、制御部１００は、制限アプリケーションアイコン３０５が
タップ操作されたと判定すると、ステップｓ４２において、指紋センサ１４０で指紋が検
出されているか否かを判定する。このとき、電源ボタン３ａは、ユーザの指で触れられて
いれば良く、ユーザの指で押されていても良いし、ユーザの指で押されていなくても良い
。
【０１２５】
　ステップｓ４２において、制御部１００が、指紋センサ１４０で指紋が検出されていな
いと判定すると、ステップｓ４３において、ユーザ認証が必要であることを通知する通知
画面５００が重ねられたホーム画面３００を、表示部２２０に表示させる。図２１は通知
画面５００の一例を示す図である。通知画面５００には、タップ操作された制限アプリケ
ーションアイコン３０５に対応する制限アプリケーションの実行にはユーザ認証が必要で
あることを通知する通知情報５０１と、ユーザ認証のために電源ボタン３ａを触ることを
ユーザに指示する指示情報５０２とが含まれている。
【０１２６】
　通知画面５００が表示されると、ステップｓ４４において、制御部１００は、指紋検出
待ち状態となり、指紋センサ１４０で指紋が検出されたか否かを判定する。制御部１００
は、指紋センサ１４０で指紋が検出されたと判定すると、ステップｓ４５において、上記
と同様にしてユーザ認証を行う。制御部１００は、指紋センサ１４０で指紋が検出された
と判定するまで、ステップｓ４４を繰り返し実行する。
【０１２７】
　ステップｓ４５でのユーザ認証が終了すると、制御部１００は、ステップｓ４６におい
て、ユーザ認証に成功したか否かを判定する。制御部１００は、ユーザ認証が成功したと
判定すると、ステップｓ４７において、操作された制限アプリケーションアイコン３０５
に対応する制限アプリケーションを実行する。そして、制御部１００は、表示部２２０に
、通知画面５００が重ねられたホーム画面３００の替りに、実行中の制限アプリケーショ
ンに応じたアプリ実行画面を表示させる。
【０１２８】
　一方で、制御部１００は、ステップｓ４６においてユーザ認証が失敗したと判定すると
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、ステップｓ４９において、ユーザ認証の失敗を通知するための通知画面５１０が重ねら
れたホーム画面３００を表示部２２０に表示させる。図２２は、通知画面５１０の一例を
示す図である。通知画面５１０には、ユーザ認証が失敗したことを通知するための認証失
敗通知情報５１１と、電源ボタン３ａを再度触ることを促す情報５１２とが含まれている
。
【０１２９】
　ステップｓ４９の後、制御部１００は、再度指紋検出待ちとなり、ステップｓ４４が実
行される。以後、電子機器１は同様に動作する。
【０１３０】
　なお、制御部１００が指紋検出待ち状態のときに、表示領域２０が操作されると、指紋
検出待ち状態が解除されて、表示領域２０には図５に示されるホーム画面３００が表示さ
れる。
【０１３１】
　ステップｓ４２において、制御部１００は、指紋センサ１４０で指紋が検出されている
と判定すると、ステップｓ５０において、タップ操作された制限アプリケーションアイコ
ン３０５に対応する制限アプリケーションの実行と、ユーザ認証とを開始し、制限アプリ
ケーションの実行とユーザ認証とを並行して行う。言い換えれば、制御部１００は、タッ
プ操作された制限アプリケーションアイコン３０５に割り当てられている機能の実行とユ
ーザ認証とを並行して行う。
【０１３２】
　ステップｓ５０でのユーザ認証が終了すると、ステップｓ５１において、制御部１００
は、ユーザ認証が成功したか否かを判定する。制御部１００は、ユーザ認証が成功したと
判定すると、ステップｓ５２において、実行中の制限アプリケーションに応じたアプリ実
行画面を表示部２２０に表示させる。これにより、表示領域２０の状態は、図５のホーム
画面３００を表示する状態から、図２１の通知画面５００を表示する状態とならずに、ア
プリ実行画面を表示する状態に変化する。
【０１３３】
　一方で、制御部１００は、ステップｓ５１においてユーザ認証が失敗したと判定すると
、ステップｓ５３において、タップ操作された制限アプリケーションアイコン３０５に対
応する制限アプリケーションの実行を停止し、上述のステップｓ４９が実行される。これ
により、図２２に示されるように、通知画面５１０が重ねられたホーム画面３００が表示
領域２０に表示される。
【０１３４】
　ステップｓ４９の後、制御部１００は、指紋検出待ちとなり、ステップｓ４４が実行さ
れる。以後、電子機器１は同様に動作する。
【０１３５】
　以上のように、本変形例では、ソフトウェアボタンである制限アプリケーションアイコ
ン３０５が操作された場合に指紋センサ１４０で指紋が検出されているとき、制御部１０
０が、ユーザ認証と、操作された制限アプリケーションアイコン３０５に対応する制限ア
プリケーションの実行とを行う。したがって、ユーザが、電源ボタン３ａを指で触れた状
態で制限アプリケーションアイコン３０５を操作すると、制御部１００は、ユーザ認証と
、制限アプリケーションアイコン３０５に対応する制限アプリケーションの実行とを行う
。よって、上記と同様に、電子機器１の操作性が向上する。ユーザは、図２３に示される
ように、例えば、右手親指４００ＲＴが電源ボタン３ａに接触するように電子機器１をそ
の背面１ｂ側から右手４００Ｒで持った状態で、左手人差し指４００ＬＴで制限アプリケ
ーションアイコン３０５に対してタップ操作を行うことによって、電子機器１に、ユーザ
認証と、制限アプリケーションの実行とを実行させることができる。
【０１３６】
　＜電子決済＞
　図２４は本変形例に係る電子機器１の構成を示す図である。図２５は本変形例に係る電
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子機器１の動作を示すフローチャートである。
【０１３７】
　本変形例に係る電子機器１には、アンテナ２５１を有する無線通信部２５０が設けられ
ている。無線通信部２５０は、アンテナ２５１を使用して、例えば、ＮＦＣ(Near Field 
Communication)などの近距離無線通信を行う。無線通信部２５０の通信エリアは、無線通
信部１１０の通信エリアよりも小さくなっている。電子機器１は、無線通信部２５０を利
用して電子決済を行う機能を有している。無線通信部２５０は、電子機器１の機器ケース
２内において、背面１ｂの近くに配置されている。アプリ実行ボタン３ｂに対しては、電
子決済を行うための電子決裁アプリケーションが割り当てられている。電子決済アプリケ
ーションは記憶部１０３に記憶されている。
【０１３８】
　本変形例では、ユーザは、店舗等に配置された、電子機器１との間で電子決済を行うた
めの通信を行う装置（以後、「相手側装置」と呼ぶ）に対して、非ロックモードの電子機
器１の背面１ｂを近づけた状態で（当該装置に電子機器１をかざした状態で）、アプリ実
行ボタン３ｂを操作することによって、電子機器１に、相手側装置との間で電子決裁を実
行させることができる。ユーザは、電子機器１に電子決済を実行させる場合には、例えば
、上述の図１９に示されるように、電子機器１をその前面１ａ側から片手で持った状態で
、電子機器１の背面１ｂを相手側装置に近づける。電子機器１においては、ユーザ認証が
成功した場合に電子決裁が実行される。つまり、電子機器１では、電子決済のためにユー
ザ認証が実行される。
【０１３９】
　図２５に示されるように、ステップｓ６１において電子機器１が非ロックモードである
場合に、ステップｓ６２において、制御部１００は、アプリ実行ボタン３ｂが操作された
と判定すると、ステップｓ６３において、指紋センサ１４０で指紋が検出されているか否
かを判定する。このとき、電源ボタン３ａは、ユーザの指で触れられていれば良く、ユー
ザの指で押されていても良いし、ユーザの指で押されていなくても良い。
【０１４０】
　ステップｓ６３において、制御部１００は、指紋センサ１４０で指紋が検出されていな
いと判定すると、ステップｓ６４において、電子決済アプリケーションを実行する。そし
て、ステップｓ６５において、制御部１００は、電子決裁アプリケーションに応じたアプ
リ実行画面を表示部２２０に表示させる。このとき、アプリ実行画面には、ユーザ認証が
必要であることを通知する通知画面が重ねられる。この通知画面には、上述の図２１と同
様に、例えば、電子決済の実行にはユーザ認証が必要であることを通知する通知情報と、
ユーザ認証のために電源ボタン３ａを触ることをユーザに指示する指示情報とが含められ
る。
【０１４１】
　ステップｓ６５の後、制御部１００は、指紋検出待ち状態となり、ステップｓ６６にお
いて、指紋センサ１４０で指紋が検出されたか否かを判定する。制御部１００は、指紋セ
ンサ１４０で指紋が検出されたと判定すると、ステップｓ６７においてユーザ認証を行う
。制御部１００は、指紋センサ１４０で指紋が検出されたと判定するまで、ステップｓ６
６を繰り返し実行する。
【０１４２】
　ステップｓ６７でのユーザ認証が終了すると、制御部１００は、ステップｓ６８におい
て、ユーザ認証に成功したか否かを判定する。制御部１００は、ユーザ認証が成功したと
判定すると、ステップｓ６９において、無線通信部２５０を相手側装置と無線通信させて
、相手側装置と間で電子決済を行う。
【０１４３】
　一方で、制御部１００は、ユーザ認証が失敗したと判定すると、ステップｓ７０におい
て、ユーザ認証の失敗を通知するための通知画面５１０（図２２参照）が重ねられたアプ
リ実行画面を表示部２２０に表示させる。
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【０１４４】
　ステップｓ７０の後、制御部１００は、再度指紋検出待ちとなり、ステップｓ６６が実
行される。以後、電子機器１は同様に動作する。
【０１４５】
　ステップｓ６３において、制御部１００は、指紋センサ１４０で指紋が検出されている
と判定すると、ステップｓ７１において、電子決済アプリケーションの実行と、ユーザ認
証とを開始し、電子決済アプリケーションの実行とユーザ認証とを並行して行う。そして
、ステップｓ７２において、制御部１００は、電子決済アプリケーションに応じたアプリ
実行画面を表示部２２０に表示させる。
【０１４６】
　ステップｓ７１でのユーザ認証が終了すると、ステップｓ７３において、制御部１００
は、ユーザ認証が成功したか否かを判定する。制御部１００は、ユーザ認証が成功したと
判定すると、ステップｓ７４において、無線通信部２５０を相手側装置と無線通信させて
、相手側装置と間で電子決済を行う。
【０１４７】
　一方で、制御部１００は、ユーザ認証が失敗したと判定すると、ステップｓ７０を実行
して、通知画面５１０が重ねられたアプリ実行画面を表示部２２０に表示させる。ステッ
プｓ７０の後、制御部１００は、指紋検出待ちとなり、ステップｓ６６が実行される。以
後、電子機器１は同様に動作する。
【０１４８】
　以上のように、本変形例では、電子決済アプリケーションが割り当てられたアプリ実行
ボタン３ｂが操作された場合に指紋センサ１４０で指紋が検出されているとき、制御部１
００が、ユーザ認証と、電子決済アプリケーションの実行とを行う。したがって、ユーザ
が、電源ボタン３ａを指で触れた状態でアプリ実行ボタン３ｂを操作すると、制御部１０
０は、ユーザ認証と電子決済アプリケーションの実行とを行う。よって、上記と同様に、
電子機器１の操作性が向上する。ユーザは、図１９に示されるように、例えば、右手人差
し指４００ＲＩが電源ボタン３ａに触れるように、非ロックモードの電子機器１をその前
面１ａ側から右手４００Ｒで持った状態で、右手親指４００ＲＴで操作ボタン３ｂを操作
することによって、電子機器１に、ユーザ認証と電子決済アプリケーションの実行とを行
わせることができる。
【０１４９】
　なお、本変形例では、上述のように、電子決済で利用される無線通信部２５０が、機器
ケース２内において背面１ｂの近くに配置されている。したがって、ユーザは、背面１ｂ
を相手側装置に近づけ易くするために、図１９のように、電子機器１をその前面１ａ側か
ら片手で持つ可能で高い。この点に鑑み、制御部１００は、ユーザが電子機器１を、前面
１ａ側から片手で持っていると判定した場合には、電子決済アプリケーションを操作ボタ
ン３ｂに割り当て、ユーザが電子機器１を、背面１ｂ側から片手で持っていると判定した
場合には、電子決済アプリケーション以外のアプリケーションを操作ボタン３ｂに割り当
てても良い。これにより、ユーザが電子機器１を前面１ａ側から片手で持つようになった
場合には、操作ボタン３ｂに割り当てられるアプリケーションが電子決済アプリケーショ
ンに自動的に変更されるようになる。よって、操作ボタン３ｂに対して複数のアプリケー
ションを割り当てつつ、電子機器１の操作性が向上する。
【０１５０】
　＜プライベートフォルダへのアクセス＞
　本変形例に係る電子機器１では、制御部１００は、カメラでの撮影画像をフォルダに保
存することが可能である。撮像画像が保存されるフォルダには、ユーザ認証が成功した場
合だけアクセス可能なプライベートフォルダが存在する。以後、プライベートフォルダと
は異なり、それに対するアクセスにユーザ認証が必要でないフォルダを「通常フォルダ」
と呼ぶ。
【０１５１】
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　制御部１００は、例えばカメラプリケーションの実行中に、表示領域２０が操作される
ことによってユーザからプライベートフォルダへのアクセスが指示されると、上述の図２
１と同様の、ユーザ認証が必要であることをユーザへ通知する通知画面５００を、カメラ
アプリケーションに応じたアプリ実行画面に重ねて表示部２２０に表示させる。その後、
制御部１００は、指紋検出待ちとなり、指紋センサ１４０で指紋が検出されると、ユーザ
認証を行う。制御部１００は、ユーザ認証に成功すると、ユーザからに指示に従ってプラ
イベートフォルダにアクセスする。例えば、制御部１００は、プライベートフォルダへの
画像の保存がユーザから指示されると、プライベートフォルダに画像を保存する。また、
制御部１００は、プライベートフォルダ内の画像の表示がユーザから指示されると、プラ
イベートフォルダ内の画像を表示部２２０に表示させる。一方で、制御部１００は、ユー
ザ認証に失敗すると、上述の図２２と同様の、ユーザ認証に失敗したことを通知する通知
画面５１０を、カメラアプリケーションに応じたアプリ実行画面に重ねて表示部２２０に
表示させる。
【０１５２】
　また本変形例では、制御部１００は、カメラでの撮影が実行される際に、電源ボタン３
ａが指で触られている場合には、プライベートフォルダにアクセスするためのユーザ認証
を行う。そして、ユーザ認証が成功した場合には、カメラでの撮影画像をプライベートフ
ォルダに保存する。一方で、ユーザ認証に失敗した場合と、カメラでの撮影が実行される
際に電源ボタン３ａが指で触られていない場合には、カメラでの撮影画像を通常フォルダ
に保存する。本変形例では、カメラアプリケーションの実行中では、操作ボタン３ｂがシ
ャッターボタンとして機能する。図２６は本変形例に係る電子機器１の動作を示す図であ
る。
【０１５３】
　図２６に示されるように、ステップｓ８１において、制御部１００は、シャッターボタ
ンとして機能する操作ボタン３ｂが操作されたと判定すると、ステップｓ８２において、
指紋センサ１４０で指紋が検出されているか否かを判定する。このとき、電源ボタン３ａ
は、ユーザの指で触れられていれば良く、ユーザの指で押されていても良いし、ユーザの
指で押されていなくても良い。
【０１５４】
　ステップｓ８２において、制御部１００は、指紋センサ１４０で指紋が検出されていな
いと判定すると、ステップｓ８３において、カメラ（インカメラ１８０あるいはアウトカ
メラ１９０）に画像を撮像させる。そして、ステップｓ８４において、制御部１００は、
カメラで撮影された画像を通常フォルダに保存する。
【０１５５】
　一方で、ステップｓ８２において、制御部１００は、指紋センサ１４０で指紋が検出さ
れていると判定すると、ステップｓ８５において、カメラに画像を撮影させるとともに、
ユーザ認証を行う。そして、ステップｓ８５でのユーザ認証が終了すると、ステップｓ８
６において、制御部１００は、ユーザ認証に成功したか否かを判定する。制御部１００は
、ユーザ認証が成功したと判定すると、ステップｓ８７において、カメラでの撮影画像を
プライベートフォルダに保存する。一方で、制御部１００は、ユーザ認証に失敗したと判
定すると、ステップｓ８４を実行して、カメラでの撮影画像を通常フォルダに保存する。
【０１５６】
　このように、本変形例では、シャッターボタンが操作されたときに、指紋センサ１４０
で指紋が検出されている場合には、制御部１００は、カメラに画像を撮影させるとともに
、ユーザ認証を行う。したがって、ユーザが、電源ボタン３ａを指で触れた状態でシャッ
ターボタン（操作ボタン３ｂ）を操作すると、制御部１００は、ユーザ認証と、カメラに
画像を撮影させることとを実行する。よって、電子機器１の操作性が向上する。
【０１５７】
　アウトカメラ１９０で画像が撮影される場合には、ユーザは、図２７に示されるように
、例えば、右手親指４００ＲＴ及び右手人差し指４００ＲＩが電源ボタン３ａ及び操作ボ
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タン３ｂにそれぞれ触れるように、カメラアプリケーション実行中の電子機器１を右手４
００Ｒで持った状態で、右手人差し指４００ＲＩで操作ボタン３ｂを操作する。これによ
り、電子機器１は、ユーザ認証と、カメラでの画像の撮影とを行う。
【０１５８】
　なお、ユーザが電源ボタン３ａを指で触れた状態で、カメラアプリケーションに対応す
るアプリケーションアイコン３０５に対してタップ操作を行った場合に、制御部１００は
、カメラアプリケーションの実行と、プライベートフォルダへのアクセスのためのユーザ
認証とを並行して行っても良い。具体的には、制御部１００は、カメラアプリケーション
に対応するアプリケーションアイコンに対してタップ操作が行われたと判定すると、指紋
センサ１４０で指紋が検出されているか否かを判定する。制御部１００は、指紋センサ１
４０で指紋が検出されていないと判定する場合には、カメラアプリケーションを実行する
。一方で、制御部１００は、指紋センサ１４０で指紋が検出されていると判定する場合に
は、カメラアプリケーションの実行と、ユーザ認証とを並行して行う。制御部１００は、
ユーザ認証が成功すると、カメラアプリケーション実行中のプライベートフォルダへのア
クセスを許可する。つまり、制御部１００は、カメラアプリケーションの実行中に、ユー
ザから、プライベートフォルダへのアクセス指示が入力されると、ユーザ認証を実行する
ことなく、当該アクセス指示に応じてプライベートフォルダにアクセスする。また、制御
部１００は、ユーザ認証が失敗すると、カメラアプリケーションを実行する。このとき、
制御部１００は、カメラアプリケーション実行中のプライベートフォルダへのアクセスを
許可しない。したがって、ユーザ認証が失敗した場合には、制御部１００は、カメラアプ
リケーションの実行中に、ユーザから、プライベートフォルダへのアクセス指示が入力さ
れると、上記のように、ユーザ認証が必要であることをユーザへ通知する通知画面５００
を、カメラアプリケーションに応じたアプリ実行画面に重ねて表示部２２０に表示させる
。その後、制御部１００は、指紋検出待ちとなり、指紋センサ１４０で指紋が検出される
と、ユーザ認証を行う。以後、制御部１００は上記と同様に動作する。
【０１５９】
　このように、ユーザが電源ボタン３ａを指で触れた状態で、カメラアプリケーションに
対応するアプリケーションアイコン３０５に対してタップ操作を行った場合に、制御部１
００が、カメラアプリケーションの実行と、プライベートフォルダへのアクセスのための
ユーザ認証とを行うことによって、電子機器１の操作性が向上する。
【０１６０】
　なお、ロックモードの電子機器１の表示領域２０に対してユーザが所定の操作を行うと
、制御部１００は、カメラアプリケーションを実行しても良い。ロックモードの電子機器
１がカメラアプリケーションを実行している場合であって、表示領域２０にプレビュー画
面（「スルー画面」とも呼ばれる）が表示されている場合、制御部１００は、ユーザ認証
に成功すると、プライベートフォルダ内の画像を表示部２２０に表示させても良い。
【０１６１】
　図２８は、プレビュー画面を表示する表示領域２０に、プライベートフォルダ内の画像
が表示されている様子の一例を示す図である。ロックモードの電子機器１がプレビュー画
面を表示している場合、ユーザは電源ボタン３ａを指で触ると、電子機器１にユーザ認証
を実行させることができる。制御部１００は、ロックモードの電子機器１がプレビュー画
面を表示している場合、指紋センサ１４０で指紋が検出されると、ユーザ認証を実行する
。そして、制御部１００は、ユーザ認証に成功すると、プライベートフォルダ内の画像６
００を表示する。制御部１００は、例えば、プライベートフォルダ内の最近撮影された画
像６００を、図２８のように、プレビュー画面に重ねて表示する。一方で、制御部１００
がユーザ認証に失敗すると、プライベートフォルダに対するアクセスが禁止されている状
態が維持され、プライベートフォルダ内の画像は表示領域２０に表示されない。
【０１６２】
　制御部１００は、画像６００に対して所定の操作（例えばタップ操作）が行われると、
表示部２２０に、プレビュー画面の替りに、画像６００を拡大して表示させる。図２９は
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、画像６００が指でタップ操作される様子を示す図である。
【０１６３】
　ロックモードの電子機器１が画像６００を拡大して表示している場合に、ユーザが表示
領域２０に対して例えばスライド操作を行うと、制御部１００は、画像６００の替りに、
プライベートフォルダ内の別の画像を、表示部２２０に表示させる。図３０は、ユーザが
表示領域２０に対して指でスライド操作を行う様子を示す図である。
【０１６４】
　＜特定ウェブページへのアクセス＞
　電子機器１が特定のウェブページにアクセスする場合、ユーザ認証が必要とされること
がある。例えば、ＳＮＳ（ソーシャルネットワーキングサービス）では、特定のメンバー
だけがアクセス可能なウェブページが存在することがあり、このようなウェブページに電
子機器１がアクセスする際には、ユーザ認証が必要とされることがある。以後、アクセス
の際にユーザ認証が必要なウェブページを単に「特定ウェブページ」と呼ぶ。
【０１６５】
　本変形例では、制御部１００は、表示領域２０が操作されることによってユーザから特
定ウェブページへのアクセスが指示されると、上述の図２１と同様の、ユーザ認証が必要
であることをユーザへ通知する通知画面５００を表示部２２０に表示させる。その後、制
御部１００は、指紋検出待ちとなり、指紋センサ１４０で指紋が検出されると、ユーザ認
証を行う。制御部１００は、ユーザ認証に成功すると、ユーザからに指示に従って特定ウ
ェブページにアクセスする。例えば、制御部１００は、特定ウェブページを表示部２２０
に表示させたり、無線通信部１１０を利用して特定ウェブページに画像をアップロードし
たりする。一方で、制御部１００は、ユーザ認証に失敗すると、上述の図２２と同様の、
ユーザ認証に失敗したことを通知する通知画面５１０を表示部２２０に表示させる。
【０１６６】
　また本変形例では、制御部１００は、カメラでの撮影が実行される際に、電源ボタン３
ａが指で触られている場合には、特定ウェブページにアクセスするためのユーザ認証を行
う。そして、ユーザ認証が成功した場合には、制御部１００は、カメラでの撮影画像を、
特定ウェブページにアップロードする。一方で、ユーザ認証に失敗した場合と、カメラで
の撮影が実行される際に電源ボタン３ａが指で触られていない場合には、制御部１００は
、カメラでの撮影画像を通常フォルダに保存する。本変形例では、カメラアプリケーショ
ンの実行中では、操作ボタン３ｂがシャッターボタンとして機能する。図３１は本変形例
に係る電子機器１の動作を示す図である。
【０１６７】
　図３１に示されるように、ステップｓ９１において、制御部１００は、シャッターボタ
ンとして機能する操作ボタン３ｂが操作されたと判定すると、ステップｓ９２において、
指紋センサ１４０で指紋が検出されているか否かを判定する。このとき、電源ボタン３ａ
は、ユーザの指で触れられていれば良く、ユーザの指で押されていても良いし、ユーザの
指で押されていなくても良い。
【０１６８】
　ステップｓ９２において、制御部１００は、指紋センサ１４０で指紋が検出されていな
いと判定すると、ステップｓ９３において、カメラ（インカメラ１８０あるいはアウトカ
メラ１９０）に画像を撮像させる。そして、ステップｓ９４において、制御部１００は、
カメラで撮影された画像を通常フォルダに保存する。
【０１６９】
　一方で、ステップｓ９２において、制御部１００は、指紋センサ１４０で指紋が検出さ
れていると判定すると、ステップｓ９５において、カメラに画像を撮影させるとともに、
ユーザ認証を行う。そして、ステップｓ９５でのユーザ認証が終了すると、ステップｓ９
６において、制御部１００は、ユーザ認証に成功したか否かを判定する。制御部１００は
、ユーザ認証が成功したと判定すると、ステップｓ９７において、無線通信部１１０を利
用して特定ウェブページにアクセスして、当該特定ウェブページに、カメラでの撮影画像
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をアップロードする。一方で、制御部１００は、ユーザ認証に失敗したと判定すると、ス
テップｓ９４を実行して、カメラでの撮影画像を通常フォルダに保存する。
【０１７０】
　このように、本変形例では、シャッターボタンが操作されたときに、指紋センサ１４０
で指紋が検出されている場合には、制御部１００は、カメラに画像を撮影させるとともに
、ユーザ認証を行う。したがって、ユーザが、電源ボタン３ａを指で触れた状態でシャッ
ターボタン（操作ボタン３ｂ）を操作すると、制御部１００は、ユーザ認証と、カメラに
画像を撮影させることとを実行する。よって、電子機器１の操作性が向上する。
【０１７１】
　また、正規ユーザが、電源ボタン３ａを指で触れた状態でシャッターボタンを操作する
場合には、カメラで画像が撮影されるとともに、カメラでの撮影画像がＳＮＳ等での特定
ウェブページにアップロードされる。
【０１７２】
　なお、記憶部１０３には、ＳＮＳ等の所定ウェブサイトにアクセスするための所定サイ
ト用アプリケーションが記憶されることがある。このような場合には、ユーザが電源ボタ
ン３ａを指で触れた状態で、所定サイト用アプリケーションに対応するアプリケーション
アイコン３０５に対してタップ操作を行った際に、制御部１００は、所定サイト用アプリ
ケーションの実行と、所定ウェブサイトに含まれる特定ウェブページ（アクセスにユーザ
認証が必要なウェブページ）へのアクセスのためのユーザ認証とを並行して行っても良い
。具体的には、制御部１００は、所定サイト用アプリケーションに対応するアプリケーシ
ョンアイコンに対してタップ操作が行われたと判定すると、指紋センサ１４０で指紋が検
出されているか否かを判定する。制御部１００は、指紋センサ１４０で指紋が検出されて
いないと判定する場合には、所定サイト用アプリケーションを実行する。一方で、制御部
１００は、指紋センサ１４０で指紋が検出されていると判定する場合には、所定サイト用
アプリケーションの実行と、ユーザ認証とを並行して行う。制御部１００は、ユーザ認証
が成功すると、所定サイト用アプリケーション実行中の、所定ウェブサイトに含まれる特
定ウェブページへのアクセスを許可する。つまり、制御部１００は、所定サイト用アプリ
ケーションの実行中に、ユーザから、所定ウェブサイトに含まれる特定ウェブページへの
アクセス指示が入力されると、ユーザ認証を実行することなく、当該アクセス指示に応じ
て特定ウェブページにアクセスする。また、制御部１００は、ユーザ認証が失敗すると、
所定サイト用アプリケーションを実行する。このとき、制御部１００は、所定サイト用ア
プリケーション実行中の、所定ウェブサイトに含まれる特定ウェブページへのアクセスを
許可しない。したがって、ユーザ認証が失敗した場合には、制御部１００は、所定サイト
用アプリケーションの実行中に、ユーザから、所定ウェブサイトに含まれる特定ウェブペ
ージへのアクセス指示が入力されると、上記のように、ユーザ認証が必要であることをユ
ーザへ通知する通知画面５００を表示部２２０に表示させる。その後、制御部１００は、
指紋検出待ちとなり、指紋センサ１４０で指紋が検出されると、ユーザ認証を行う。以後
、制御部１００は上記と同様に動作する。
【０１７３】
　このように、ユーザが電源ボタン３ａを指で触れた状態で、所定サイト用アプリケーシ
ョンに対応するアプリケーションアイコン３０５に対してタップ操作を行った場合に、制
御部１００が、所定サイト用アプリケーションの実行と、特定ウェブページへのアクセス
のためのユーザ認証とを行うことによって、電子機器１の操作性が向上する。
【０１７４】
　なお、指紋センサ１４０は、電子機器１の背面１ｂに設けられたハードウェアボタン（
例えば電源ボタンあるいはホームボタン）を触る指を検出しても良い。この場合には、例
えば、ユーザは、電子機器１の背面１ｂのハードウェアボタンを指で触りながら、操作ボ
タン３ｂを操作することによって、電子機器１に、ユーザ認証と、操作ボタン３ｂに割り
当てられている機能の実行とを行わせることができる。また、指紋センサ１４０は、電子
機器１の上側側面１ｅに設けられたハードウェアボタンを触る指を検出しても良いし、電
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【０１７５】
　また、指紋センサ１４０は、表示領域２０に表示されるソフトウェアボタンを触る指を
検出できるように構成されても良い。例えば、指紋センサ１４０は、ソフトウェアボタン
としてのアイコン、電源ボタンあるいはホームボタンを触る指を検出できるように構成さ
れても良い。この場合には、指紋センサ１４０は、例えば、タッチパネル１３０等で構成
される。
【０１７６】
　また、指紋センサ１４０は、操作ボタンを触れる指の指紋だけではなく、操作ボタンに
近接する指の指紋を検出できるように構成されても良い。この場合には、指紋センサ１４
０は、例えば、操作ボタンの表面からレンズが露出するカメラ等で構成される。
【０１７７】
　また、制御部１００は、表示領域２０に表示されるソフトウェアボタンに対して、タッ
プ操作以外の操作、例えばスライド操作が行われたとき、当該ソフトウェアボタンに割り
当てられる機能を実行しても良い。
【０１７８】
　また、ユーザの電子機器１の持ち方、ユーザが電子機器１の操作ボタン３を操作する方
法は、上記の例には限られない。
【０１７９】
　また、記憶部１０３には、複数のユーザの指紋の特徴を示す基準特徴点が記憶されても
良い。
【０１８０】
　また、複数の操作ボタン３の少なくとも一つが、機器ケース２の表面から突出していな
くても良い。例えば、複数の操作ボタン３の少なくとも一つにおける、機器ケース２から
の露出面が、機器ケース２の表面よりも内側に位置しても良い。図３２は、電源ボタン３
ａにおける、機器ケース２からの露出面３ａａが、機器ケース２の表面２ａ（具体的には
右側側面）よりも内側に位置する様子を示す図である。図３２には、機器ケース２及び電
源ボタン３ａの断面構造が示されている。図３２では、機器ケース２及び電源ボタン３ａ
の左側が、電子機器１の内側を示し、機器ケース２及び電源ボタン３ａの右側が、電子機
器１の外側を示している。
【０１８１】
　また、電子機器１は、スマートフォン等の携帯電話機以外の装置であっても良い。例え
ば、電子機器１は、タブレット端末、パーソナルコンピュータ、カメラ、ウェアラブル装
置（例えば、メガネ、時計、リストバンドなど）、ヘルスケア製品、自動車関連製品（例
えばカーナビゲーション装置など）、シェーバーなどであっても良い。
【０１８２】
　以上のように、電子機器１は詳細に説明されたが、上記した説明は、全ての局面におい
て例示であって、この開示がそれに限定されるものではない。また、上述した各種変形例
は、相互に矛盾しない限り組み合わせて適用可能である。そして、例示されていない無数
の変形例が、この開示の範囲から外れることなく想定され得るものと解される。
【符号の説明】
【０１８３】
　１　電子機器
　３ａ　電源ボタン
　３ｂ　操作ボタン
　３ｄ　ホームボタン
　１００　制御部
　１４０　指紋センサ
　３０５　アプリケーションアイコン
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【手続補正書】
【提出日】平成29年3月1日(2017.3.1)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ケースと、
　前記ケースの側面に配置された電源ボタンと、
　前記電源ボタンを触れる指の指紋を検出する検出部と
を備え、
　前記電源ボタンは、前記ケースから露出する、前記指が触れる露出面を有し、
　前記側面のうち、少なくとも前記露出面の周囲が、前記露出面の外縁よりも突出する、
電子機器。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
　電子機器が開示される。一の実施の形態では、電子機器は、ケースと、ケースの側面に
配置された電源ボタンと、電源ボタンを触れる指の指紋を検出する検出部とを備える。電
源ボタンは、ケースから露出する、指が触れる露出面を有する。ケースの側面のうち、少
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なくとも電源ボタンの露出面の周囲が、当該露出面の外縁よりも突出する。


	biblio-graphic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings
	written-amendment

